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『塩部遺跡Ⅱ』正誤表

誤 正

19頁 33行 川跡 (全体図中 遺物 :図 45。 46) → 川跡 (遺構 :全撚図中 遺物 :図 46・ 46)

33頁 P89  土層説明な し 12.5Y黒褐3/1 22.5Y黒褐3/2炭化物少量

35】霊42↑〒 馬の歯 とみ られる 削除

46頁

P147 土層説明な し 12.5Y黒2/1 灰オ リーブ色土粒多量

P148 土層説明なし 12.5Y黒2/1 灰オリープ色土粒多量

P149 土層説明な し 1 2.5Y埠肇2/1

P150 土層説明な し → 1 5Y要肇2/1

69頁 別表参照

99頁 9行 庄内式上器の報告例 庄内式上器と併行する畿内系タタキ甕の報告例

101頁 16行 中山編年 (中 山1999) 中山編年 (山梨県1997所収 )

※なお、16号溝跡出上の草食動物の歯については、保存処理後に再鑑定 した ところ、馬ではな
く鹿の歯である可能性が高いことが判明 した。 よつて、第 4章 考察 第 3節塩部遺跡の集落
変遷末尾の仮説については、訂正致 します。



出上遺物観察表 (正 ) 単位 :cm ( )は 反転実測による復元値
版
号

図
番 番号 出上位置・遺格 器 種

法   量
色  調 焼 成 備  考

口   径 器  譜 底

4号平地建物 壼 (14.0) 5YR 増豊 6/6 良

ピット141 板 材
=部炭化

ピット141 庄丸材

l号方形周溝墓 小杯 5YR atい 増豊 6/4 良

l号方形周溝墓 甑 2.5YR明 赤褐 5/8 良

l号方形周溝墓 紡錐車 7.5YR ラ〔引島 5/2 良

l号方形周溝墓 手づくね上器 10YR鈍い黄橙 6/3 良
221 l号方形周溝墓 骨

222 l号方形周溝墓 台付甕 23.8 5YR ね儀 6/6 良

228 l号方形周溝墓 甕 (16.0) 5YR 巾豊 6/6 良

l号方形周滞墓 甕 (14.0) 10YR灰黄褐 5/2 良 折り返し口縁
225 1号方形周溝墓 缶付甕か 7.5YR ,屯 い増霊 7/4 良

1号方形周溝墓 甕か壼 (17.8) テYR 巧と 6/6 良

227 1号方形周溝墓 甕 (17.0) 5YR鈍い赤褐 5/4 良

228 1号方形周溝墓 台付甕 (9,0) 2.5YR明赤褐 5/6 良

229 l号方形周溝墓 S宇甕 2.5YR鈍い赤褐 5/4 良

1号方形周溝墓 壷 5YR 屯儀 6/6 良

I号方形周溝墓 甕 2.5YR明 赤掲 5/6 良 タタキロ 体部に粘上帯
1号方形周溝墓 甕 10YR灰 黄褐 5/2 良

l号方形周溝墓 甕 10YR 3Lい争鳶‖B 6/3 良 底都ヘラ調整

1号方形周溝墓 加飾壺 20.8 7.5YR 4B灰 良 輪積痕
235 1号方形周溝墓 二股鍬

1号方形周滞墓 不明木製品 柄に穿孔あり
l号方形周溝墓 阪材 肖叫り痕

l号方形周溝墓 板材 肖叫り痕

l号方形周溝墓 板材 削 り痕

l号方形周溝墓 板材 削 り痕

l号方形周溝基 板材 削り痕
242 l号方形月溝墓 板 材 削り痕

l号方形周溝墓 板材 ullり 痕
l号方形周溝墓 板材 判り痕
l号方形周溝墓 板材 判り痕
【号方形周溝墓 板材 判り痕
l号方形周溝墓 板材 lllり 痕 孔あり
1号方形周溝墓 阪材 判り痕 孔あり
1号方形周溝墓 阪材 当Jり 痕
I号方形周溝墓 板材 判り痕

l号方形周溝墓 不明木製品

l号方形周溝墓 板材

l号方形周溝墓 板材

l号方形周溝墓 板材 削り痕
1号方形周溝墓 板材 肖Jり 痕

l号方形周溝墓 板材 肖叫り痕
257 l号方形周溝墓 板材 肖叫り痕

l号方形周溝墓 板材 肖叫り痕
X号方形周溝墓 恢材 肖咄り痕
l号方形周溝墓 阪材 肖叫り痕

261 l号方形周溝墓 阪材 削 り痕

262 l号方形周溝墓 阪材 削り痕
l号方形周溝墓 阪材

l号方形周溝墓 阪材

l号方形周溝墓 板材

1号方形周溝墓 阪材

1号方形周瀧墓 板材 削り痕
268 l号方形周溝墓 防錘車 一部炭化
269 1号方形周溝墓 桜皮 一部炭化

1号方形周溝墓 桜皮

l号方形周溝墓 桜皮

272 1号方形周溝墓 板材

l号方形周溝墓 板材



本書は、甲府市 と甲斐市 を結ぶ山梨県都市計画道路 「愛宕町下条線」の道路改良工事 に

先立 ち、平成 14・ 15年度 に緊急発掘調査 を実施 いた しました塩部遺跡の発掘調査報告書で

あ ります。

塩部遺跡 につ きま しては、昨年度 に も山梨県都市計画道路「塩部町開国橋線」道路 改良

工事地点 にお きま して発掘調査 を実施 した成果 を『塩都遺跡 I』 として報告いた しま した。

「塩部町開国橋線」地 区では、古墳時代の大規模 な集落跡が確認 されましたが、 この たび

発掘調査の運び とな りました地点では、弥生時代後期 か ら古墳時代初頭の建物跡や溝跡 な

どを確認 してお ります。弥生時代末期 と考 えられ ます大規模 な溝跡か らは、焼 け落 ちた建

築材料 な どとともに、 甲府盆地内では初めての確認例 となる西 日本の技術で製作 され た土

驀が多数出土 いた しま した。山梨県内にお きま して も巨大 な古墳が出現す る時期 で もあ り

ますので、 当時の人 々の動 きを知 る重要な手掛 か りとな りました。

本書は、 こうした貴重な調査成果 を記録 し、後世 に引 き継いでい くとともに、広 く活用

いただ くことを目的 に刊行 してお りますが、調査成果が甲府市の歴史のみな らず、古代史

全体の解 明に寄与す ることを願わずにはい られ ませ ん。

最後 にな りましたが、 このたびの発掘調査 にあた り、御協力 を賜 りました山梨県峡 中地

域振興局 をは じめ といた します関係各位 に心 よ り御礼 を申 し上 げます とともに、本市文化

財保護行政の更 な る推進 に引 き続 き御助力 をいただけます よう、お願 い申 し上 げ ます。

平成 17年 3月

甲府市教育委員会

教育長 角 田 智 重



例

1.本書は山梨県甲府市塩部二丁 目地内に所在す る塩部遺跡の発掘調査報告書である。

2.本調査 は、山梨県都市計画道路「愛宕町下条線」道路改良工事 に伴 うものであ り、山梨県峡

中地域振興局 との協定に基づ き、甲府市教育委員会が主体 とな り実施 した。

3.調査経費は、試掘調査 を甲府市教育委員会、本調査 を山梨県峡 中地域振興局が負担 した。

4.試掘調査及び本調査 は、佐 々木満 (文化芸術課文化財主事)が担 当 した。

5。 発掘調査の期間及び面積 は以下の通 りである。

平成14年度調査

試掘・範囲確認調査

平成14年 7月 25日 ～平成 14年 9月 7日  調査面積 約 100m2

本調査

平成14年 11月 7日 ～平成 14年 12月 27日  調査面積 約 250m2

平成15年 度調査

試掘調査

平成15年 6月 2日 ～平成 15年 6月 10日  調査面積 約 30m2

本調査

平成15年 6月 2日 ～平成 15年 10月 17日  調査面積 約 1400m2

平成16年 1月 29日 ～平成 16年 2月 2日  調査面積 約 170m2

6.本書の執筆 は、第 4章 考察 第 1節 を除 き佐々木満が行い、図化作業は中村里恵・清水秀樹

(文化芸術課嘱託職員)・ 内藤真千子・西久保民子・栗田かず子 。鈴木由香 。佐野香織 。中込

二三子 。野沢喜美・小林小路が行 った。

7.国土座標測量及び航空写真測量 は、 (株 )シ ン技術 コンサルに委託 した。

8.出土木製品の保存処理及び土器の胎上分析 は、 (財 )山 梨文化財研究所 に委託 した。

9.本書の編集は、中込 功 (文化芸術課長)を 責任者 とし、佐々木満が行った。

10。 本書 に係 る出土遺物及び記録図面、写真などは甲府市教育委員会で保管 している。

11.発掘調査及び報告書の作成 にあたっては、次の機関及び諸氏か ら御指導・御協力を賜 った。

記 して厚 く感謝申 し上げる。

山梨県峡中地域振興局建設部都市整備課・山梨県教育委員会学術文化財課 。(財)山梨文化

財研究所 。湯村 自動車学校・植 月 学・ユ可西 学・櫛原功―・小林健二・中山誠二・畑 大介・

保坂和博・宮澤公雄

12.発掘調査参加者

新谷 典宏  遠藤 美子  池谷富士子

川 日 格一  岸本 美苗  工藤 忠誠

小泉 仁美  小宮 通子  佐田 金子

鈴木 正文  末木 義光  高橋 主税

富永 茂樹  長澤 晴雄   中村 孝一

樋 日  進  広瀬 夕輔  古屋袈裟男

望月貴美子  望月奈津美  矢崎 七瀬

由

岡  悦子

倉田 勝子

佐藤美喜男

武井美知子

並木 寿子

福澤 正樹

柳瀬 朋子

小沢 四郎  金井い く代

窪田 信一  小池 幹子

清水 秀樹  菅沼 芳治

武井 裕大  手塚 房子

波木井祥和  花曲 敬子

堀江  泉  望月 宏美

渡辺百合子  渡辺 圭大



1.発掘調査の測量においては、日本測地系 X-36800.00・ Y-5340.00を 基軸 として 5mグ リ

ッドを設定 している。

2,本書に掲載 した地図は、平成14年要部修正50万分の 1地方図 (4)関 東甲信越、平成 3年度

甲府市都市計画図2500分 の 1・ 10000分 の 1を 用いた。

3.遺構断面上層の色調及び遺物観察表中の色調は、『標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術

会議事務局監修 1997後期)に基づいている。

4.遺結 。遺物の実測図縮尺 は、基本的には溝跡 1/40、 竪穴・平地建物跡 1/60、 掘立柱建物跡

1/80、 方形周溝墓1/100、 土墳 1/40、 出土遺物1/4で あるが、建物跡や遺物の木製品には例外 も

あり、図中に示 した各スケールを参照願いたい。

5。 セクション図に表記されている水平線の数値は、海抜高度を表 し、単位はmで ぁる。

また、セクションポイント表記の E・ Wes.Nは 、東西南北を表 し、同じ遺構で複数の断面

観察を行っているところは、アルファベ ットで表記 している。

6.16・ 17号竪穴建物跡遺物分布図中にある0印 は下層出上、▲印は上層出上を示す。

7.遺物実測図で反転復元 したものについては、実測部分 と復元部分の間にスペースを設けてい

るが、全体 を反転復元 したものについては、中央線部でスペースを設けて区別 した。

8.本書作成に際 して引用・参考にした文献は、一括 して本書第 4章末尾に記載 した。

9。 本書に使用 した記号及びスクリーントーンは、以下のとお りである。

遺物赤色塗彩
遺構炭範囲 ・遺物炭化範囲
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第 1章 調査の籾

第 1節 調査に至 る経緯

山梨県都市計画道路「愛宕町下条線」道路改良工事に先立ち、平成14年 6月 5日 付け峡中建

15第 6-2号 により、山梨県峡中地域振興局建設部長名で周知の埋蔵文化財包蔵地である塩部

遺跡の発掘調査が通知された。 しかしながら、開発対象区域の大部分は、直接的には塩部遺跡

包蔵地外での計画であったため、平成14年 7月 25日 から9月 7日 までの期間内で開発予定区域

の遺跡の有無や時代、状況、範囲などの確認を含む試掘調査を実施することとなったが、試掘

調査に関わる費用は、甲府市教育委員会が国庫補助事業費で対応 した。

調査の結果、湯村 自動車学校旧二輪車教習所敷地周辺の塩部 2丁 目地区内から弥生時代末期

を主体 とする遺構 。遺物が検出されたため、山梨県峡中地域振興局建設部側 と協議 を行い、旧

二輪車教習所東側一帯を平成14年度に調査 し、旧二輪車教習所を含む西側一帯を平成15年度に

調査することとした。

全体 として 2ヵ 年にわたる調査 となったが、本調査に関する調査や費用、事務処理について

は、各年度において甲府市教育委員会 と山梨県峡中地域振興局建設部 との間に協定を締結 し、

発掘調査及びその後の整理作業を合めた本報告書作成費用は原因者側の負担 とすることで合意

した。平成14年度については、10月 25日 に発掘調査に関する協定を締結 し、■月 7日 から発掘

調査に着手 した。平成15年度については、 5月 13日 に協定を締結 し、 6月 2日 から試掘調査を

合む発掘調査 を開始 した。最終的に県道「愛宕町下条線」塩部工区の道路改良工事予定面積延

べ4,400m2の うち、埋蔵文化財に係 る総調査面積は約1,920m2と なった。

第 2節 試掘確認調査と基本層序

調査対象地点は、用地買収の進捗状況や塩部町開国橋線 と接続する橋梁工事、調査から排出

される上砂置場などとの関係上、全体 を一度に調査することが不可能であったため、試掘調査

及び本調査は、用地取得が終了した地点から順次行 うこととした。

平成14年度には湯村 自動車学校旧二輸車教習所を挟む東西 3箇所に トレンチを設定 し、約45

m2の 面積 を試掘調査 とした。まず、比較的まとまった調査地が確保された トレンチ 2・ 3地区

から着手 したが、 トレンチ 2で は比較的浅い場所から時期不明の溝状遺構 と僅かな遺物が検出

された。 トレンチ 3については、包含層まで攪乱された状況であり、地山上で遺構のような痕

跡を確認 したものの、いずれ も遺構 とは断定 し難い状況であった。続いて東側の小区画内で ト

レンチ 1を 設定 して調査を開始 したところ、多数の遺物 とともに追構の一部分 と思われる土層

堆積が確認されたため、正確な状況を把握するために全体 を拡張 し、確認調査を進めた。調査

により溝跡や竪穴建物跡など弥生時代末期 と考えられる複数の遺構が検出されたため、調査対

象を トレンチ 1か らトレンチ 2の範囲内に絞 り込んだ。 したがって、遺構が密に検出された湯

村 自動車学校旧二輪車教習所南側 を平成14年度で調査 し、その間に位置する湯村 自動車学校旧

二輪車教習所内については不確定要素が多かったが、建物部分 を除 く教習コース内に遺構が残

存する可能性が高いと判断 し、トレンチ 2を合む旧二輪車教習所内を平成15年度調査区とした。

平成15年度には湯村 自動車学校旧二輪車教習所の移転が完了 し、解体後本調査に着手 したが、

その一方で工区西側の富士見通 りとの接続部付近が未確認であったため、新たに トレンチ 4を

設定 して約30m2の試掘調査 を実施 した。確認数は少ないものの溝状遺構などを数条確認 したこ

とから、湯村 自動車学校旧二輪車教習コース側の調査 とは時期を別 して、遺構が確認された地

点周辺の約170m2を 追加調査 した。
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基本層序 は、現地表で約20cmの 盛上があ り、本田耕作土層が約 20cln、 床土層が約 5 cm確認さ

れた。水田面 はその下層にも存在 し、耕作土層約 5 cm、 床土層が約 5 cm確認 され、水田面だけで

も 2面確認 されたが、出土遺物等か ら上層の本田は近代か ら現代 まで使用 され、下層は中世の

遺物などが出上 した ものの、江戸期 に入ってか らの地業 と考 えられ る。水田層直下には黒色粘質

上が 5～ 10cmほ ど堆積 していたが、時期や性格 を示す遺構・遺物 は検 出されなかった。黒色土を

除去す ると、 10～ 15cmほ ど黄褐色の粗粒砂層が検 出された。粗粒砂層 は今回の調査区全体で確

認 されてお り、堆積状況か らある時期の洪水層 と考 えられる。粗粒砂直下 は、再び黒色粘質上が

30cm前 後堆積 していたが、中か ら弥生時代後期か ら古墳時代初頭の遺物が多数出上 し、同時に

遺構 も黒色土層上で確認で きるものが存在 した。黒色土直下 は責褐色粘質上の地山であったこ

とか ら、基本的に本調査段階では黄褐色粗粒砂層 を除去 した黒色土層上で調査することとした。

第 3節  調査の方法

本調査対象地区は、用地買収の進捗状況や工期 との調整 もあ り、前述の とお り大 きく平成14年

度 と平成15年 度の 2ヵ 年に分割 して調査することとした。また、各年度の中で も掘削土砂の仮置

き場の確保などか ら一度に調査す ることが困難であったため、2・ 3箇所 に分割 して調査 を行っ

た。これまで都市計画道路 に関連 した一帯の調査が数箇所で実施 されているため、甲府市教育委

員会2004『塩部遺跡 I』 で調査 区を区分 しているが、平成 14。 15年度調査 区は塩部 C区 と位置づ

けた。 また、平成15年 度調査区の うち、やや離れた場所 に位置す る トレンチ 4を 主体 とした調

査区をD区 として取 り扱った。

本調査区は、調査対象面積約4,400m2の うち、隣地境界部分の控 えや攪乱 などによる遺構未確認

地点などを除 く約1,920m2を 調査 した。重機 による掘削は、基本的に現地表か ら黄褐色粗粒砂層 ま

で とし、遺跡全体 を覆 っていた黒色土 (包合層)以下は、攪乱 を除 きすべて人力により掘削 した。

調査及び測量は、国土座標 に合 わせた 5m× 5mグ リッ ドを基本単位 として設定 し、東西列

を算用数字、南北列 をアルファベ ッ トで表記 した ものを組み合わせてグ リッ ド番号 として用い

た。各グ リッ ド番号は南東隅にあたる杭 を基準 とし、遺構実測、遺物取 り上げ等 に際 しては、

すべてグ リッ ドに合わせて記録 した。

第 4節 調査の経過

①平成14年度調査

発掘調査 は、範囲確認に伴 う試掘調査 を平成14年 7月 25日 か ら 9月 7日 まで、本調査 を11月

7日 か ら平成14年 12月 27日 まで実施 している。調査の主な進捗状況は以下の とお りである。

7月 25日  試掘調査区設定。重機 によリトレンチ 2・ 3掘 削。

7月 29日  人力によリトレンチ 1掘削。

8月 2日  重機 によリトレンチ 1拡張。

8月 3日  溝跡 と竪穴建物跡 らしい平面形確認。

8月 4日  1号 方形周溝墓、 1号竪穴建物跡掘削開始。

8月 8日  調査 を中断 し、取 り扱いについて協議。

8月 30日  調査 を再開 し、東側へ範囲確認調査区を拡張。

9月 2日  2・ 3号竪穴建物跡掘削開始。

9月 7日  確認調査終了。本調査 に向けた協議 を進める。

11月 7日  本調査開始。南側本調査区を重機 により掘削開始。

ll月 13日  調査区内国土座標杭打 ち。



11月 14日  1・ 2号方形周溝墓掘削開始。

11月 27日  5・ 6・ 9号竪穴建物跡掘削開始。

11月 28日  10011号竪穴建物跡掘削開始。

12月 5日  12号竪穴建物跡掘削開始。

12月 12日  7・ 8号竪穴建物跡掘削開始。 1号平地建物跡範囲確認。

12月 15日  2号 平地建物跡範囲確認。

12月 16日  空中写真測量実施。

12月 17日  重機 による調査区埋め戻 し。

12月 18日  東側確認調査区掘削。

12月 20日  21・ 22号竪穴建物跡掘削開始。

12月 27日  重機 による調査区埋め戻 し。平成 14年度調査終了。

②平成 15年度調査

平成 14年度調査 を受け、湯村 自動車学校 旧二輪車教習所跡地及び西側の調査 を平成 15年 6月

2日 か ら平成 15年 10月 17日 まで実施 している。調査の主な進捗状況は以下の とお りである。

6月 2日  現地確認、調査範囲設定。

6月 6日  試掘調査開始。 (9日 まで )

6月 10日  重機 により本調査区東側掘削開始。 (12日 まで )

6月 13日  調査区内国土座標杭打ち。 (14日 まで )

6月 20日  「コ」の字型に展開する粗粒砂 の帯 を確認。平成14年 度調査区 と合わせ て 1号方形

周溝墓 と認識。

6月 26日  1号 方形周溝墓掘削開始。規模 も大 きく長期継続調査。

7月 24日  ピッ ト群掘削開始。

8月 1日  調査区中央 に位置す る川跡掘削開始。

8月 7日  16号 竪穴建物跡掘削開始。

8月 11日  14・ 15号溝跡掘削開始。 (こ れ より順次溝跡掘削 )

8月 20日  13号 竪穴建物跡掘削開始。

8月 21日  14号 竪穴建物跡掘削開始。

8月 22日  15号 竪穴建物跡掘削開始。 (途 中16号溝跡 との新旧関係確認 )

8月 27日  13号 竪穴建物跡掘削中 7号土羨確認。

9月 2日  17号 竪穴建物跡掘削開始。

9月 17日  1回 目の空中写真測量実施。

9月 19日  調査区東側埋め戻 し開始。 (20日 まで )

9月 29日  調査区内国土座標杭打 ち。

10月 2日  24号溝跡掘削開始。 (こ の段階では全容が不明であったため方形周溝墓 と認識 )

10月 3日  18号 竪穴建物跡、 4号平地建物跡 ピッ ト群掘削開始。

10月 9日  19・ 20号竪穴建物跡掘削開始。

10月 10日  2回 目の空中写真測量実施。

10月 11日  重機 による調査区埋め戻 し。 (14日 まで )

10月 17日  機材撤去 も合め完全撤収。

1月 29日  D地 区調査区設定。重機 による調査区掘削。

1月 30日  各溝跡掘削開始。

1月 31日  1号 竪穴建物跡。 ピッ ト掘削開始。

2月 1日  調査区全体撮影。

2月 2日  重機 による調査区埋め戻 し。平成 15年度調査終了。
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第 2章 塩部遺跡の概要

塩部追跡の概要については、者ヽ市計画道路「塩部町開国橋線」道路改良工事に先立つ塩部遺

跡の発掘調査 (以 下、「塩部 B地区」という)成果をまとめた『塩部遺跡 I』 の記載を参照願い

たいが、塩部 B地区や周辺部の追跡の調査成果を踏 まえ、若千の補足 をしてお く。

第 1節 遺跡の立地環境

塩部遺跡は、甲府市中央部を南流する相川によって形成された扇状地の扇端部に立地する。

秩父山系に源流を発する荒川 と相川 に挟 まれた当地域は、微高地 と低湿地が複雑に発達 してい

たことが最近の調査によっても明らかにな りつつある。地形的にも甲府工業高校地区から西ヘ

緩やかに下ってきた微高地傾斜面末端に位置すると考えられるが、本調査区内で もこの地域特

有の黒色粘質上が堆積する低地部 と責褐色土粘質土で形成される安定 した地盤の微高地が複雑

に入 り組んで展開する様子が確認されている。その微高地上 には集落が営まれ、低地部は土器

捨て場化 していったことが調査 により確認されている。

また、塩部遺跡内では甲府工業高校地区や塩部 B地区南側 において川跡を確認 しているが、

今回の調査区内からも新たに旧河川が発見されている。南流する川跡は位置 と方向から相川か

あるいは相川支流 と考えられるが、相川 も現在地を南流するまでには大 きく流路を変更 してい

ることが窺え、河川の移動によっても複雑な地形が形成されていったと考えられる。本調査区

一帯からは、古墳時代後期以降に発生 した洪水によって堆積 した粗粒砂層が全面で検出されて

いるが、ある時期に大水害が発生 し、相川は本調査区域から東側へ徐々に流路 を変更させたと

考えられる。

第 2節 歴史的環境

塩部一帯の歴史的環境については、微高地 と低湿地あるいは後背湿地が複雑に発達 した地形

であることは前述のとお りであるが、そうした微高地上に縄文時代 中期から生活の痕跡が確認

されている。やがて弥生時代後期頃には大 きな集落が形成され始め、本地区周辺に集約され始

めると考えられる。古墳時代初頭から後期にかけては、多数の掘立注建物跡を伴 う塩部 B地区

周辺が大 きな集落 として成立する。同時期の集落は、南側に位置する飯田一丁目地点周辺でも

確認されていることから、大 きく2箇所の微高地上に集落が展開するものと考えられる。

奈良・平安時代の状況は不明な部分が多いが、集落の一部 と考えられる竪穴建物跡などが県

立甲府工業高校地点で確認され、川跡からは斎串や人形木製品が出上 している。塩部 B地区か

らは遺構は検出されなかったが、調査区内から瓦塔片が出上 していることを考慮すると、寺院

を有する集落が周辺に存在する可能性が高いことが予測される。

中世には塩部郷 と呼ばれた当地域は、甲斐源氏武田有義を始祖 とする塩部 。小松・飯田氏 ら

の所領が存在 していたと考えられる。庄域は不明であるが、有義開基 と伝える法輪寺 (現在丸

の内三丁目所在)が文禄年間まで横沢 (現 甲府市朝 日内)に存在 し、戦国期には付近に三 日市場

が設置されていたことからも、塩部の中心は、西から東へ と移動 しながら連綿 と続いたものと

考えられる。また相川の流路変更が集落の存続に影響を及ぼ しているか否かは現時点では確認

できないが、地形の変化 と集落の動 きが無関係ではないように感 じられ、今後交通路 も含めた

検討が可能であれば、 より具体的に塩部地域の集落構造の解明につながるのではないかと考え

られる。
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第 3節 周辺の遺跡

塩部遺跡周辺は、東側に近世の城下町遺跡である甲府城下町遺跡の包蔵地が広範囲に展開し

ている。北側には古墳時代の遺構 。遺物が確認されている緑 ヶ丘一丁目遺跡があり、そのす ぐ

北側には古墳時代から平安時代 まで続 く緑 ヶ丘二丁目遺跡が所在 している。西側には荒川の脇

に富士見遺跡 (県埋蔵文化財センター調査では富士見一丁目遺跡)があり、弥生末期から古墳

時代の水田跡が検出されている。富士見遺跡 より荒川上流部には音羽遺跡があり、奈良 。平安

時代の大集落が調査 されている。また、荒川の対岸には前田遺跡が所在 しているが、これまで

にまとまった調査事例がないため、遺跡の全体像は不明である。南側については今のところ明

確な包蔵地指定はないものの、塩部遺跡内で飯田一丁目付近を調査 した際に、遺構が南側に展

開する状況が確認されたため、同地域に古墳時代の集落が展開する可能性が考えられる。

図 4 塩部遺跡及び周辺遺跡分布図
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第 3章 遺構 と遺物

C地区

平成14・ 15年度の 2年度にわた り分割調査 してお り、調査面積は1,750m2で ある。本調査区で

検出された各遺構数は、東側の調査拡張区も合めて溝跡34、 川跡 1、 竪穴建物跡22、 平地建物

跡 5(炉跡を有する掘立柱建物跡を平地建物跡 と呼称 し、本報告では以降その名称を用いるこ

ととする)、 掘立柱建物跡 4、 柱穴列 3、 方形周溝墓 2、 土羨 7、 ピット170(掘 立柱建物跡など

も合む)で ある。主な遺構の時期は、弥生時代末期から古墳時代初頭までの遺構群 と考えられる。

第 1節 溝跡

調査区全体で大小34条の溝跡が検出されている。本地区における溝跡の多 くは、浅 く細長い

畝状の溝跡であるが、中には16号溝跡のような建物跡などの排水溝あるいは区画溝 として機能

していたもの も存在する。

1号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載なし)

位  置 :D-6及びE-6グ リッド

検出状況 : 北東から南西方向に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約6.Om、 幅約0.4m、 確認

面から深 さ約01lmで ある。規模 と付近の溝跡の状況を考慮すると畝跡の可能性が考え

られる。

重複関係 :3号竪穴建物跡 より新 しい。

出土遺物 :甕などの上器小片が微量出土 している。

2号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載なし)

位  置 :D-5グ リッド

検出状況 :北東から南西方向に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約2.3m、 幅約0。 3m、 確認

面から深 さ約0.lmで ある。規模 と付近の溝跡の状況を考慮すると畝跡の可能性が考え

られる。

重複関係 :重複なし。

出土遺物 :甕や高郷などの上器片が微量出上 している。

3号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載なし)

位  置 :A-4～ A5グ リッド

検出状況 :やや湾由した溝跡で、北東から南西方向に調査区外へ延長する。検出範囲内では全

長約7.Om、 幅約0.4m、 確認面から深 さ約0,lmで ある。規模 と付近の溝跡の状況を考

慮すると畝跡の可能性が考えられる。

重複関係 :12号溝跡、 9号竪穴建物跡、 1号平地建物跡、52号 ピットより新 しい。

出土遺物 :甕などの上器小片が少量出土 している。

4号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :図 43)

位  置 IB-6～ B-7グ リッド

検出状況 :東西方向に延びる溝跡で、東で 6号溝跡に接続 し、西は調査区外へ延びる。検出範

囲内では全長約2.3m、 幅約0。 2m、 確認面から深 さ約0。 lmで ある。規模 と付近の溝跡

の状況を考慮すると畝跡の可能性が考えられる。

重複関係 :84号 ピットより新 しい。
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5号溝跡

位  置

検 出状況

出土遺物 :甕 などの上器小片が微量出土 している。

重複関係

出土遺物

(遺構 :全体図中 遺物 :掲載なし)

:A-4～ A-5グ リッド

:束西方向に延びる溝跡で、大部分は調査区外に展開するもの と考えられる。検出範

囲内では全長約4.2m、 幅約1.7m、 確認面から深 さ約 0。 3mである。当初の確認段階で

は溝跡上層には調査区全体 を覆っていた粗粒砂層が入 り込んでいたことから、洪水直

前まで溝跡の落ち込みは存在 していたと考えられる。全体規模や用途は不明である。

:10号 竪穴建物跡、 3号土羨、46～ 50号 ピットより新 しい。

:甕や壷、高不などの上器片がみられ、溝跡の中では比較的まとまった量が出土 して

いる。

(遺構 :全体図中 遺物 :掲載なし)

:A-6及びB-6～ B-7グ リッド

:北西から南東方向に延びる溝跡で、北側は調査区外に延びる。検出範囲内では全長

約8.8m、 幅約0.35m、 確認面からの深 さ約0.lmで ある。規模 と付近の溝跡の状況を

考慮すると畝跡の可能性が考えられる。

:6・ 11号竪穴建物跡、66・ 68・ 74・ 79・ 84・ 86号 ピットより新 しい。また、 4・ 7・

8・ 10・ 11号溝跡 との重複関係は不明であるが、同時期の遺構 と考えられる。

:甕 などの上器小片が微量出土 している。

(遺構 :全体図中 遺物 :掲載なし)

:B-6グ リッド

:北東から南西方向に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約4.5m、 幅約0.4m、 確認

面からの深 さ約0.lmで ある。規模 と付近の溝跡の状況を考慮すると畝跡の可能性が考

えられる。

:80号 ピットより新 しい。

:甕などの上器小片が微量出上 している。

(遺構 :全体図中 遺物 :掲載なし)

IB-6及びC-6グ リッド

:北東から南西方向に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約4.5m、 幅約0,4m、 確認

面からの深 さ約 0。 lmで ある。規模 と付近の溝跡の状況を考慮すると畝跡の可能性が考

えられる

:5・ 6号竪穴建物跡、19号 ピットより新 しい。

:甕 などの上器小片が微量出上 している。

6号溝跡

位  置

検出状況

重複関係

出土遺物

7号溝跡

位   置

検 出状況

重複関係

出土遺物

8号溝跡

位  置

検 出状況

重複関係

出土遺物

9号溝跡

位  置

検 出状況

(遺構 :全体図中 遺物 :

:B-4～ B-6グ リッ ド

:東西方向に弱 く蛇行す る

範囲内では全長約10,7m、

である。

:2号平地建物跡 より古 く

号 ピットより新 しい。

掲載なし)

ように延びる溝跡で、西側は 6号溝跡付近で止まる。検出

幅約0.4m、 確認面からの深 さ0.2mであり、性格等は不明

、13号溝跡、 11号竪穴建物跡、2号平地建物跡、40・ 69～ 71重複関係

出土遺物 :甕 などの上器小片が微量出土 している。
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10号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :B-5グ リッド

検出状況 :東西方向に延びる溝跡で、東側 は 6号溝跡に接続 し、西は調査区外へ延びる。検出

範囲内では全長約1.2m、 幅約0.3m、 確認面か ら深 さ0,lmである。規模 と付近の溝跡

の状況を考慮すると畝跡の可能性が考えられる。

重複関係 :2号方形周溝墓より古い。

出土遺物 :な し。

11号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載な し)

位  置 :B-5～ B-6グ リッド及びC-5グ リッド

検出状況 :北束から南西方向に延びる溝跡で、西側は 6号溝跡付近で止まり、東側 は調査区外

に延びる。検出範囲内では全長約12.5m、 幅約0.3m、 確認面からの深 さ約 0。 lmで ぁ

る。規模 と付近の溝跡の状況を考慮すると畝肋の可能性が考えられる。

重複関係 :30号溝跡、 7・ 11号竪穴建物跡、68・ 77号 ピットより新 しい。

出土遺物 :甕や高邪などの上器小片が微量出土 している。

12号溝跡 (遺構 :図 5 遺物 :掲載なし)

位  置 :A-4～ A-5グ リッド

検出状況 :北東か ら南西方向に調査区外へ延び る溝跡で、検出範囲内では全長約 5。 4m、 幅約

1.lm、 確認面からの深 さ約 0。 3mである。北側 には同規模の13号溝跡が直交する角度

で延びていることから、関連遺構である可能性がある。

重複関係 :3号溝跡、 9号竪穴建物跡、 2号掘立柱建物跡 より古い。

出土遺物 :甕などの土器小片が少量出土 している。

13号溝跡 (遺構 :図 5 遺物 :掲載なし)

位  置 :B-4及びC-5グ リッド

検 出状況 :北西か ら南東方向に調査区外へ延び る溝跡で、検出範囲内では全長約 7.Om、 幅約

1.3m、 確認面からの深 さ約0.3mで ある。12号溝跡が直交する位置関係 にある。

重複関係 :11号溝跡、 7号竪穴建物跡、36号 ピットより古 く、 9号溝跡 より新 しい。

出上遺物 :甕や高界の破片が少量出上 している。

14号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載な し)

位  置 :D-11グ リッド

検出状況 :東西方向に延びる溝跡で、東側 は撹乱 されていた。検出範囲内では全長約2.4m、 幅

約0.4m、 確認面からの深 さ約0.lmで ある。性格等は不明である。

重複関係 :な し。

出土遺物 :甕などの上器小片が微量出上 している。

15号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載な し)

位  置 :F14グ リッド

検出状況 :東西方向にやや湾曲しつつ延びる溝跡で、両端は撹乱されていた。検出範囲内では

全長約3.4m、 幅約1.5m、 確認面からの深 さ約 0。 2mで ある。性格等は不明である。

重複関係 :な し。

出土遺物 :甕などの上器小片が微量出上 している。
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16号溝跡 (遺構 :図 20・ 21 遺物 :図 48)

14号 竪穴建物跡の周溝 と考えられるため、第 2節  建物跡 14号竪穴建物跡で報告す る。

17号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :C-8～ C9グ リッド

検出状況 :東西方向に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約3.Om、 幅0.45m、 確認面か らの深

さ0.2mである。性格等は不明である。

重複関係 :16号溝跡、15号 竪穴建物跡 より古い。

出土遺物 :な し。

18号溝跡 (遺構 :図 5 遺物 :掲載なし)

位  置 :E-11・ 12及び F-11グ リッド

検出状況 :北東か ら南西方向に延び、北側から南側へ緩 く傾斜 していた。両端は攪乱 されてい

たが、検出範囲内では全長約 10。 2m、 幅約1.Om、 確認面からの深 さ約0.4mで ある。

川跡 と並行 しているが、性格等は不明である。

重複関係 :な し。

出土遺物 :甕などの土器小片が微量出土 している。

19号溝跡 (遺構 :図 5 遺物 :図 42)

位  置 :C-8～ C-9及びE-7グ リッド

検出状況 :北東か ら南西方向に延びる溝跡で、平成14年度調査区において一部分が検出されて

いる。検出範囲内でE-7グ リッドまで合めた全長は約12.Om、 幅0.85m、 確認面から

の深 さ0.9mで ある。14号溝跡下へ若千延びていたが、途中で止まるものと考えられた。

性格等は不明であるが、何 らかの区画溝の可能性がある。

重複関係 :16号溝跡、14号竪穴建物跡 より古 く、20・ 21号溝跡 との新旧関係 は不明である。

出土遺物 :掲載遺物は 1である。ほかに甕などの上器片が少量出上 している。

20号溝跡 (遺構 :図 6 遺物 :図 42)

位  置 :D-8・ 9及び E-9、 F-8グ リッド付近

検出状況 :平成15年度調査区内東側で円形 を描 くように検出された溝跡で、両端は調査区外へ

延びていた。検出範囲内では半円形の直径で約12.2m、 溝幅約1.Om、 確認面か らの深

さ約0.5mで ある。これまでの調査成果 を考慮すると建物跡の周溝である可能性が高い

が、溝内側で建物跡に係 る明確な遺構は確認できなかった。

重複関係 :16号溝跡、16・ 17号竪穴建物跡、 3号平地建物跡、 1号方形周溝墓より古い。19号

溝跡 との新旧関係は不明である。

出土遺物 :掲載遺物は 2・ 3で ある。ほかに甕などの上器片が少量出上 している。

21号溝跡 (遺構 :図 6 遺物 :掲載なし)

位  置 :D-8及びE-7・ 8グ リッド

検出状況 :平成14・ 15年度調査区内で円形を描 くように検出された溝跡であ り、検出範囲内で

は円形の直径で約7.2m、 溝幅約0。 45m、 確認面からの深 さ0.5mで ある。20号溝跡の

内側 に位置するが、20号溝跡同様建物跡の周溝 と考えられる。

重複関係 :1・ 16号竪穴建物跡、 1号方形周溝墓 より古い。19号溝跡 との新旧関係は不明であ

る。

出土遺物 :甕などの上器小片が微量出土 している。
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i2号溝 跡

lB号溝跡

1 10YR慕 %
2,10YR黒褐2/2 黄構e土粒少無
3 18YR彙 劣  黄稿色■雑少量

1.laYR黒 構2/2 炭化修・黄褐色土燒微量

を,10V白 黒褐2/2 種粒砂

9号 竪 穴

▲馳gxl

1 10YR黒褐%1脚ヒ物・黄褐土塊優
210V白 黒褐霧 焔散砂

19号 溝跡

刀
土
Ｔ

Ｆ・‐
キ

1.19YR黒捐/e炭伯物微H
2.10YR黒褐 2/2 資褐VL十粒多量

3.10γ R黒褐姥 策稿と土粒少量
4 10YR黒 %

七正三三三どとf[Ξ L三三三三」

耐

12,13・ 18.19号 溝跡
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13号溝跡

14号竪穴
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16号堅 穴

21号 溝跡

20号 溝跡

1 10VR黒褐% 炭Iヒ物少還、策褐色土粒微二

2 10YR黒褐% 療化物徽量(黄褐色土粒多量

3.を 5ヤ 黒絹|% 黄褐色土粒少量

4 25YI黒 |%  糞褐色土粒撒量

1号 方形周溝轟

1 19YR― 黒%  皮化物■薫褐色土粒微重

2.10Y日 黒褐% 黄褐色
=粒

多量

8 10YR黒 %  黄褐色土粒微最

図 620・ 21号 溝 跡
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22号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載な し)

位  置 :D-8及びE-8グ リッ ド

検出状況 :南北方向に延びる溝跡で、南端は16号溝跡 との接点で止 まる。検出範囲内では全長

約5,3m、 幅約0.6m、 確認面からの深 さ約0,9mで ある。性格等は不明である。

重複関係 :16号溝跡 より古い。20・ 21号溝跡 との新旧関係は不明である。

出土遺物 :甕などの上器小片が 5点 のみ出上 している。

23号溝跡

位  置

検 出状況

重複関係

出土遺物

24号溝跡

位  置

検 出状況

重複関係

出土遺物

(遺構 :全体図中 遺物 :図 42)

:D17及び E-18・ 19、 F19・ 20、 G-20グ リッ ド

:北西か ら南東方向に蛇行 しつつ延びる溝跡で、検出範囲内では全長約19.Om、 幅約

0.6m、 確認面か らの深 さ約0.2mで ある。性格等は不明である。

:16号溝跡、15号 竪穴建物跡 より古い。

:掲載遺物は 4で ある。ほかに土器小片が微量出上 している。

(遺構 :図 7′ 遺物 :図 42～ 45)

:E-19・ 20及び F-19・ 20、 G-20・ 21、 H-21グ リッ ド付近

:北西か ら南西方向に直線的に延びる溝跡であ り、検 出範囲内では全長約23.5m、 溝

幅約2.4m、 確認面か らの深 さ約1.lmで本地区内では最大規模の溝肋である。断面形

は箱型であ り、溝跡中位か らは土器や木製品を多量 に合む炭化物層 (5層 )が全面的

に確認 された。 5層 は周辺に存在 した建物などの火災処理 に伴 うもの と考 えられ、短

期間に形成 された層 と考 えられる。上層の堆積状況 をみ る限 りでは人為的に埋め戻 さ

れたような痕跡 は認め られなかったことか ら、5層 より上 は自然堆積 によって埋没 し、

最終的に粗粒砂層 に覆われた もの と考えられるが、溝跡 自体の機能は、 5層形成時に

停止 し、 しば らく放置 された状態で開日していた と推測 され る。 したがって、本溝跡

は、集落の動向 と密接 に関連 していた と考 えられ、溝の規模 と状況か ら、集落の環濠

となる溝跡の可能性 を指摘 してお く。

:23号溝跡、 19・ 20号竪穴建物跡 より新 しい。

:本溝跡の遺物は 5層 とそれを境 日として上層 と下層 に分割 して層位で取 り上 げを行

っているが、掲載遺物 は 5～ 50が土器であ り、51～ 65が木製品などである。中で も 5

層か らは最 も多 くの遺物が出上 しているが、土器や木製品の多 くは二次被熱 していた。

31～ 37、 40～ 47は タタキロが施 された畿内系の甕であ り、本県内で初めてまとまった

量の上器が出土 した。器種 はすべて甕であるが、数点ではあるが台付甕 もみ られ、大

小の規格が存在す る。 また、伊勢湾系の S字甕39と 手焙形土器38が共伴 していること

も興味深い。木製品は炭化 して取 り上げ困難だった もの も多かったが、比較的状態の

良い ものを保存処理 し、図化 している。多 くが建築部材 と考 えられるが、下層か らは

瓢箪 と考えられる65の 瓜科植物が出上 している。中には種子が詰まっていたため、未

製品 と考えられる。

25号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :E21グ リッド

検出状況 :北東から南西方向に延びる溝跡であり、北東側は28号溝 に接続する。検出範囲内で

は全長約3.5m、 幅約 0。 lm、 確認面からの深 さ0.lmで あるが、調査区南壁内で断面を

確認 したところ、遺構確認を行った確認面 より上位において溝跡の落ち込みが確認さ

れたことから、実際の幅は0。 25m、 深 さは0.2mほ どであったとみられる。遺構の性格

は、畝跡であろうか。
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24号 溝跡
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1号溝跡
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重複関係 :26号溝跡 より古いが、27・ 28号溝跡 との新旧関係は不明である。

出土遺物 :な し。

26号湾跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載なし)

位  置 :E-21及 び F-21グ リッド

検出状況 :北西か ら南束方向に湾曲する溝跡で、検出範囲内では直線距離で全長約3.5m、 幅約

0.lm、 確認面からの深 さ約0.15mで ある。性格等は不明であるが、建物周溝の可能性

もある。

重複関係 :18～ 20号竪穴建物跡 より古 く、25・ 27・ 28号溝跡 より新 しい。

出土遺物 :甕の破片が 1点 出土 している。

27号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :E-21・ 22グ リッド

検出状況 :東西方向に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約5.4m、 幅約 0。 lm、 確認面からの

深 さ0,lmで ある。25号溝跡同様確認面 より上層内で落ち込みが確認されてお り、幅は

約0.5m、 深 さは約0.2mで ある。28・ 29号溝跡 と併行 していることから、遺構の性格

は畝跡であろうか。

重複関係 :26号溝跡、18号 竪穴建物跡、157号 ピットより古いが、25号溝跡 との新旧関係 は不明

である。

出土遺物 :な し。

28号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :F-20～ 22グ リッド

検出状況 :東西方向に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約7.7m、 幡約0.6m、 確認面か らの

深 さ約 0。 2mである。規模 と付近の溝跡の状況を考慮すると畝跡の可能性が考 えられ

る。

重複関係 :26号溝跡、19号 竪穴建物跡、158号 ピットより古い。25号溝跡 との新旧関係 は不明で

ある。

出土遺物 :な し。

29号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :F22グ リッド

検出状況 :東西方向に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約4.Om、 幅約0.5m、 確認面か らの

深 さ約0.2mで ある。東側は攪乱が入っていたため、僅かな痕跡のみ確認された。規模

と付近の溝跡の状況を考慮すると畝跡の可能性が考えられる。

重複関係 :な し。

出土遺物 :な し。

30号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 iC-5
検出状況 :北東から南西方向に延びる溝跡で、大部分は調査区外にある。検出範囲内では全長

約1.8m、 幅約0.4m、 確認面からの深 さ約0,3mで ある。11号溝跡の一部 とも考 えられ

たが、深 さや方向が若千異なったため、別遺構 とした。性格等は不明であるが、やや

湾曲 していることから周溝の末端である可能性 もある。
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重複関係 :11号溝跡、 7号竪穴建物跡 より古い。

出土遺物 :な し。

31号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載 な し)

1     位  置 :東側確認調査区

1     倹 出状況 :北東か ら南西方向に弱 く蛇行 しつつ延びる溝跡で、検出範囲内では全長約7.Om、 幅

1     
重複関係響欺を子

確認面か らの深 さ0.2mである。 J昨格等は不明である。

出土遺物 :甕などの上器小片が微量出上 している。

32号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載な し)

位  置 :東側確認調査区

検出状況 :北東から南西方向に延びる溝跡で、北側は33号溝跡 と接続する。検出範囲内では全

長約3.5m、 幅約0.6m、 確認面か らの深 さ約0.lmで ある。性格等は不明である。

重複関係 :21号 竪穴建物跡 より新 しいが、33号溝跡 との新旧関係は不明である。

出土遺物 :甕などの土器小片が微量出上 している。

33号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :掲載な し)

位  置 :東側確認調査区

検出状況 :北西から南東方向に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約5.8m、 幅約0.55m、 確認

面からの深 さ0.lmで ある。性格等は不明である。

重複関係 :32号溝跡、 6号土羨 との新旧関係は不明である。

出土遺物 :甕などの上器小片が微量出上 している。

34号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :東側確認調査区

検出状況 :南北方向に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約8.Om、 幅約0.4m、 確認面からの

深 さ約0.3mで ある。性格等は不明であるが、調査区壁断面で確認 したところ掘削面は

水田層にあることから、本田に伴 う水路 と考えられる。

重複関係 :22号 竪穴建物跡 より新 しい。

出土遺物 :な し。

川 跡 (全体図中 遺物 :図 45・ 46)

位   置 :D-14・ 15及 びE-12～ 15、  F-11～ 14、 G-11～ 13イ寸近

検出状況 :北東から南西方向に流れがあった川跡であり、調査区を南北に縦断 している。検出

範囲内では全長約25,Om、 幅約6.5mで あり、確認面から深 さ約1.3mま で全体 を掘削

した。また、最終的に一部分 を重機により掘削 したが、

'II底

は確認できなかった。覆

土はほぼ砂礫層で覆われてお り、一定の水の流れがあったもの と考 えられる。E15内
では土疲状の張出しがあ り、土器捨場のようになっていた。

重複関係 :重複なし。

出土遺物 :掲載遺物は66～ 86で あるが、土器様相 をみる限 りでは川は集落の機能時には検出位

置を流れていたもの と考えられる。
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第 2節 建物跡及び柱穴列

本地区で検出された建物跡を大別すると、(1)竪穴建物、修)平地建物、(働掘立崖建物に分類 さ

れる。柱穴列については、検出状況や柱規模から掘立柱建物跡になる可能性が高いものも含 ま

れているが、現段階では柱穴列 として扱 うもの とする。

(1)竪 穴建物跡

1号竪穴建物跡 (遺構 :図 9・ 10 遺物 :図 46)

位  置 :G-6・ 7グ リッド

主軸方位 :N-45°一W
検出状況 :西側半分 を 1号方形周溝墓によって失っているが、平面形は小判型あるいは隅丸方

形 を呈 し、検出範囲内での建物規模 は南北約2.4m、 東西約4.5mを 測 る。注穴は主柱

が 2基確認されているが、新旧関係が不明な柱穴が 1基存在する。炉には埋甕が使用

されてお り、ほぼ建物中央に位置す る。全体に炭化物や焼土塊が検出され、火災によ

り廃絶 した建物跡 と考えられるが、屋根材 と考えられる建築部材の形状が良好な状態

で確認された。特 に北側で検出された焼土塊は、炭化材 より高い位置にあったことか

ら、部分的に上を屋根材に使用 していたものと考えられる。また、焼失 した床面の炭

化物層からは炭化 した米が複数採取 されたことから、この集落付近に本田が広がって

いたと考えられる。

重複関係 :1号方形周溝墓より古 く、19・ 21号溝跡、 4号竪穴建物跡 より新 しい。

出土遺物 :掲載遺物は87～ 94で あり、94は 埋甕 として使用された土器である。

2号竪穴建物跡 (遺構 :図 10・ 11 遺物 :掲載なし)

位  置 :D-5・ 6グ リッド

主軸方位 :N-42° 一E
検出状況 :本建物跡南側は調査区外に展開 してお り、調査の結果、上層 と下層の 2時期の建物

跡が重複 していることが確認された。平面形はどちらも小判型を呈 し、上層の建物規

模は検出範囲内で南北約3.2m、 東西約3.7mで あり、柱穴は確認されていないため、

建物構造は不明である。炉跡はやや北東側に位置する。

下層の建物規模は検出範囲内で南北約3.Om、 東西約3.6mで あ り、柱穴は主柱が 2

基確認されている。炉跡は建物北側のほぼ中央に位置 し、小型の袖石が 1石設置され

ていた。下層の建物跡は床面の広範囲から火災によるとみられる炭化物層が広がって

いたことから、火災後にほぼ同規模で建て替えが行われたと推測 される。

重複関係 :本建物跡周辺は 3回 にわたる分割調査のちょうど接点に位置 していたため、遺構の

把握や接合が困難であり、位置的に 5号竪穴建物跡 と重複 しているが、調査段階では

明確な新旧関係 を把握することがで きなかった。また、西側 に炉跡 と考えられる焼土

塊が存在するが、本建物跡 より新 しい別の建物跡が重複 していた可能性 も高いが、残

念ながら黒色土内では明確な痕跡は確認できなかった。

出土遺物 :掲載遺物は95～ 96で ある。96は 石包丁であり、 1号竪穴建物跡で検出された炭化米

の収穫に使用されたことが窺われる。土器の多 くは上層に伴 うものである。

3号 竪穴建物跡 (遺構 :図 11・ 12 遺物 :図 46)

位  置 :E-5・ 6グ リッド

主軸方位 :N-42° 一W
検 出状況 :平面形は小判型を呈 し、検出範囲内での建物規模は南北約5.6m、 東西約4.2mで あ
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り、柱穴は主注 4基 と南根↓中央で脇柱の ようなピッ トを 1基検 出 していることか ら 5

本経の建物構造 と考 えられ る。ほかにも掘削段階で新 旧不明なピットが 4基検 出され

た。炉跡 は建物北側 に位置 し、床面 より僅かに高かった。本建物助か らは焼失の痕跡

などは確認 されなかった。

重複関係 :1号溝跡 より古 く、 4号竪穴建物跡 より新 しい。

出土遺物 :掲載遺物は97～ 103で ある。97は 研磨 された石鏃であ り、中央 に孔が開けられていた。

98は 甑であろうか。

4号竪穴建物跡 (遺構 :図 12 遺物 :掲載な し)

位  置 :E-6・ 7グ リッ ド

主軸方位 :N-65° 一W
検 出状況 :建物跡北側半分 は調査区外 に展開 し、かつ 1・ 3号竪穴建物跡 と重複 していたため、

平面形は正確 な平面形 は確認で きなかった。 また、建物規模 も定かではないが、検 出

範囲内で南北2.8m、 東西約2.8mで ある。主崖 は確認 されず、炉跡 と考 えられる焼土

塊がほぼ同 レベルで 3箇所確認 されたが、建て替えがあったか どうかは不明である。

炉跡周辺では炭化物層が検 出されたが、面的には広がっていなかったことか ら、火災

による焼失ではない と考 えられる。

重複関係 :1・ 3号竪穴建物跡 より古い。

出土遺物 :土器小片が少量出土 しているのみで、掲載で きる遺物 はなかった。

5号竪穴建物跡 (遺構 :図 13 遺物 :図 47)

位  置 :G-9グ リッ ド

主軸方位 :N-25° 一W
検 出状況 :建物跡北側半分 は調査区外 に展開 しているが、重複す る 6号竪穴建物跡 との新旧関

係が梱めず、結果的に 6号建物跡掘削段階で新旧関係 と遺構 の広が りが確認 された。

よって、西側の多 くは推定による破線で図化 しているが、平面形 は小判型を呈 し、検

出範囲内での建物規模 は南北約3.2m、 東西約4.3mで ある。柱穴は主柱が 2基、建物

南側中央で脇柱の ような権 を 1基検 出 している。主柱 を構成す るピッ ト群 には少な く

とも 3回 の重複があ り、建て替 えが行われたもの と考 えられ る。炉跡は確認 されなか

ったが、 2号竪穴建物跡西側の炉跡が本建物跡 に合 まれ る可能性 もある。 また、本建

物跡床面には炭化物層が検 出されてお り、火災 により焼失 した もの と考 えられる。

重複関係 :8号溝跡 より古 く、 6・ 8号竪穴建物跡 より新 しい。 2号竪穴建物跡 との新旧関係

は不明である。

出土遺物 :掲載遺物は104～ 106で ある。

6号竪穴建物跡 (遺構 :図 14 遺物 :図 47)

位  置 :B-6・ 7及び C-6・ 7グ リッド

主軸方位 :N-5° 一W
検 出状況 :前述の とお り遺構確認段階で 5号 竪穴建物跡 との重複関係が把握困難であつたた

め、本建物跡か ら掘削 を開始 したが、土層断面の確認で ようや く新旧関係が明 らかに

なったため、調査手順が逆転 して しまった。本建物跡北西側 は 1号方形周溝墓によっ

て失 っているが、平面形 は小判型 と考 えられ る。淡 出範 囲内での建物規模 は南北約

5。 2m、 東西約4.9mで あ り、注穴は主柱が 4基検 出され、建物中央部 に新旧関係不明

の ピッ トが 1基検 出されている。位置関係か らすると、本建物に伴 う可能性が高い。
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炉跡 は建物北側 中央 に位置 し、浅い掘 り込みの中に小型の袖石 を 1石設置 していた。

面的に炭化物層の広が りもな く、規模 に比 して遺物 も少なかったことか ら、何 らかの

理由で放棄 された建物跡 と考 えられる。

重複関係 :6・ 8号溝跡、 5号竪穴建物跡 より古 く、 3号掘立柱建物跡 より新 しい。

出土遺物 :掲載遺物 は107～ 109で ある。

7号竪穴建物跡 (遺構 :.図 15 遺物 :図 47)

位  置 iC-4・ 5グ リッ ド

主軸方位 :N-16°一W(推 定 )

検出状況 :建物の大部分 は調査区北側 に展開 しているが、平面形 は小判型を呈す と考 えられ る。

検 出範囲内での建物規模 は南北約1.6m、 東西約3.2mを 測 る。主柱 は 2基検 出 してい

るが、炉跡 は確認 されなかった。

重複関係 :11号 溝跡 より古 く、 13・ 30号溝跡 より新 しい。

出土遺物 :掲載遺物である1101ま 両面赤色塗彩 されている。

8号竪穴建物跡 (遺構 :図 15・ 16 遺物 :図 47)

位  置 iC-5・ 6グ リッ ド

主軸方位 :N-34°一W
検出状況 :建物跡北側 は調査区外 に展開 し、南側 は11号溝跡 により失われているが、平面形 は

隅丸方形か小判型を呈す と考 えられ る。検 出範囲内での建物規模 は南北約4.3m、 東西

約 5。 5mを 測 る。主柱 は 4基検出され、炉跡 は西側 中央付近 に位置す る。確認面か ら床

面 までの深度は浅 く、確実な壁面 を把握す ることは困難であったことか ら、竪穴建物

というよりはむ しろ平地建物跡に近い形態 と言 える。

重複関係 :7・ 11号溝跡、 5号竪穴建物跡 より古い。

出土遺物 :掲載遺物 は111～ 113で ある。

9号竪穴建物跡 (遺構 :図 16 遺物 :図 47)

位  置 :A-4及 び B-4グ リッ ド

主軸方位 :N-46°一W(推 定 )

検 出状況 :建物跡大部分 は調査区外 に展開 してお り、平面形 は小判型あるいは隅丸方形 を呈す

と考 えられる。確認当初 は土羨 とも考 えられたが、床面や上層堆積状況などか ら竪穴

建物跡 と判断 した。建物に関わる注跡や炉跡 は検 出 していない。

重複関係 :2号掘立注建物跡 より古 く、12号溝跡 より新 しい。 3号溝跡は建物跡付近で消 えて

しまったため、新旧関係 は不明である。

出土遺物 :出土遺物 は少な く、掲載遺物は114で ある。

10号竪穴建物跡 (遺構 :図 16・ 17 遺物 :図 47)

位  置 :A4グ リッ ド

主軸方位 :N-34°一W(推 定 )

検出状況 :建物跡南側 は 5号溝跡により失われているが、平面形は小判型を呈す と考 えられ る。

検 出範囲内で建物規模 は南北約1.4m、 東西約 3.4mで 、主柱 2基が検 出されてい る。

柱穴は少な くとも 2回 の重複があ り、建て替 えが行われた可能性が高い。炉跡 は確認

されなかったが、床面か ら広範囲に炭化物層が検 出されたことか ら、火災 に道 ってい

ると考 えられる。
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重複関係 :5号溝跡 より古 く、 3号土羨 より新 しい。

出土遺物 :掲載遺物 は115～ 121で ある。115は 日縁部に 2孔 1対の穴がある。

11号竪穴建物跡 (遺構 :図 17 遺物 :掲載な し)

位  置 :A-6及び B-6グ リッ ド

主軸方位 :N-44° 一W
検 出状況 :平面形は不整形 な隅丸方形 を呈 し、建物規模 は南北約4.lm、 東西約3.7mで、主桂

は 4基検出されている。竪穴建物 としては全体 に掘 り込みが浅 く、柱穴 も実際に機能

していたかは疑 わ しい。炉跡は建物北側 中央 に位置す る。

重複関係 :6・ 9・ 11号溝跡 より古 く、 1・ 4号掘立柱建物跡 より新 しい。 2号平地建物跡 と

の新旧関係 は不明である。

出土遺物 :土器小片が少量出土 しているのみで、掲載で きる遺物 はなかった。

12号竪穴建物跡 (遺構 :図 18 遺物 :図 47)

位  置 :A-6・ 7及び B-7グ リッ ド

主軸方位 :N-66° 一E(推 定 )

検出状況 :建物跡は平成 14・ 15年度調査区に跨 ってお り、南側 は 2号方形周溝墓によって失わ

れているが、平面形 は小判型 と考 えられる。検 出範囲内での建物規模 は南北約1.6m、

東西約4.4mで、主柱 は 1基のみは検 出されているが、炉跡 は確認 されなかった。建物

跡全面炭化物 と焼土塊が検 出されたことか ら火災 により焼失 したと考 えられるが、壁

面 まで炭化物が広がってお り、部分的に炭化材の痕跡 もみ られたことか ら、壁際には

粘土で固定 された板材が存在 していた と考 えられ る。 また、東壁際にピット状の落ち

込みがあ り、中まで炭化物や焼上が入 り込んでいたことか ら、簡易な貯蔵穴の ような

施設が存在 した可能性 もある。

重複関係 :2号方形周溝墓 より古 く、13号 竪穴建物跡 より新 しい。

出土遺物 :掲載遺物は122～ 123で ある。遺物の多 くは床面近 くか らの出土であった。

13号竪穴建物跡 (遺構 :図 18・ 19 遺物 :図 47・ 48)

位  置 :A-7及び B-7・ 8グ リッ ド

主軸方位 :N-34° 一W
検 出状況 :建物跡南側 は調査区外 に展開 しているが、平面形 は小判型 と考 えられる。検 出範囲

内での建物規模 は南北約4.5m、 東西約5,Omで あ り、柱穴 は主柱が 2基検出され、ほ

かに新旧関係不明な柱穴が 7基検出されている。 うち北側の 1基 は脇柱の ような もの

であったと考 えられ、 5本注の建物構造であった と想定 される。炉跡は建物中央やや

北側 に位置 し、床面全体 に炭化物層が広がっていたため、火災 により焼失 した建物跡

と考 えられる。

重複関係 :16号溝跡、12号竪穴建物跡、 1号方形周溝墓、 7号土療 より古い。

出土遺物 :掲載遺物は124～ 134で ある。刻み 目文甕のほか、単純 日縁甕、折 り返 し日縁壷など

がみ られる。

14号竪穴建物跡 (遺構 :図 20～ 21 遺物 :図 48)

位  置 :B-7～ 9及び C-7～ 9グ リッ ド

主軸方位 :N-34° 一W
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14 18YR黒褐 %灰 羮色土粒少重、粗粒砂・炭化物微量

2歿 削世   ニ
P32

2噺

〕10YR黒褐%
黄掲色土地少量

2m

274鯛 些  旦

Ｐ３４
ワ

図 15
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9号竪 穴
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825Y黒 褐 %
灰黄色土粒少量、炭化物多量

925Y黒 褐 %
灰黄色土粒・炭化物少量

'025Y票
%

灰自色土粒 炭イヒ物微量
1425Y黒 %

浅黄色土粒少量、炭化物微量

10号 竪穴

125Y 黒掲 3/2(水
日耕作土層 )

225Y オリーブ褐 4/3(水
田床土層 )

3 10YR票 % 炭化物微量
425Y 黄掲 5/4粗粒砂層
525Y 黒 % 粗粒砂多量、茨化物微量
6 10YR黒褐 %粗 粒砂少量、炭イヒ物微豊
725Y 票褐 %黄 褐色土粒多量、炭化物少量
|125Y 票褐 %黄 褐色土粒多量

1225Y黒掲%黄褐色土粒多量
1325Y黒 %黄褐色土少塁、炭化物微量
1525Y黒 %黄褐色土微量
1625Y黒掲%

'726Y黒
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10号 竪 穴

]]号 竪 穴

2743∽ 型
P80三

7
1 10YR黒褐2/灰黄色土粒・炭化物微錘

2捌 31X tt P81三

2捌 31X tt P62旦

げ
125Y黒 褐

3/2

灰黄褐色土粒・

炭化物微量

Pヵ 鯛理
P63 

三

す
125Y黒 褐 3/2

黄灰色土粒少重、炭化物微量

2捌 3岡 型
P86三

U

2和 3側 曼

図 17 iO・ 11号 竪 穴 建 物 跡

2和 all二                里

2列 削ニ                  ニ

C′

O

ン、彰
／

1 10YR黒褐 2/2

2融 鯛Δ
黄褐色土粒多量、炭イヒ物微量

1

l 10Y R黒 褐 2/2 炭化物・焼土粒少量

2 10YR黒 褐 3/2 灰黄褐色土粒少量、炭イヒ物微量

2和 削旦                    里
]              1

2

□

一
2743∞ 旦
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粗粒砂層
炭化物少量、焼土粗微量

灰黄色土粒・炭化秘少重

灰黄土粒微量、演化物・焼土粒多量

灰黄色土粒多量、茂化物少盈

Bイ

274制 ▲

271制 0旦

125Y 浅黄 7/8

2 10YR黒褐 2/2

325Y 黒褐%
425Y 黒褐%
5茂化物層
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″／

／
／
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Ｂ・８
十

ｒ
摯

18号竪穴

刀
ヽ
キ
ー

]3号堅 穴

ジ

で

0                        2m

図 18 12・ 13号 竪 穴建 物 跡
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サ
]

i10YR素 %
炭化物多二

Щ P97 旦
974制 0

U
1 10YR黒褐%

W P161  E
274300

里P9十 三 里
P98三  世 P95三

274311     2743抑       2列 9岡

lD 10YR黒褐 P/2 灰資色土泣多二 茨化物微二

'OY日
黒褐 % 茨化物少ニ

11ぞ SY 黒褐 3/ 戻化物少二 灰羮色土散彼二

星甲繁賜
炭化物多鳳

325Y 黒%

125Y黒 2/

黄褐色土粒少量

0                        2m

号 竪 穴 建 物 跡
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件 饗

一＝

]号方形周溝墓
]号方形周溝墓

図 20 14号 竪穴建物跡 (1)

検出状況 :本建物跡は周溝 と考えられる16号溝跡 と一体であり、竪穴建物本体の南側半分は 1

号方形周溝墓によって失われているが、平面形は隅丸方形 を呈す。検出範囲内での建

物規模は竪穴本体が南北約2.4m、 東西約 5。 4mで あり、周溝 まで合めた規模は、直径

約10.8mで ある。周溝は幅約1.2m、 深 さ1.7mで あ り、南側が開日していることから、

本建物跡の出入 り日は南側であったと考えられる。主注 は 2基検出 したが、100・ 101

号ピットともに柱根が残っていた。炉跡は浅 く掘 り込まれてお り、101号 ピットに近い

建物北西側に位置 し、東側には叩き台として使用 したと考えられる石が設置されてい

た。床面全体からは炭化物層及び炭化材が検出されたため、火災により焼失 した建物

と考えられる。特 に北側の壁面には板材が貼ってあったと考えられ、炭化材 とともに

焼土が全面で確認された。石 も被熱 して素1離片が散乱 した状態であり、火災の大 きさ

が窺える。

重複関係 :1号方形周溝墓 より古 く、17・ 19・ 20・ 22号溝跡、13・ 15号 竪穴建物跡 より新 しい。

出土遺物 :掲載遺物は135～ 141が 16号溝跡出土土器であり、142～ 151が 14号竪穴建物跡からの

出上である。高邪135や有段日縁の甕145・ 146は 北陸系の上器 と考えられ、150は 145か

146の 脚部である可能性がある。また、144は 伊勢湾系の S字甕A類であり、本建物跡

では北陸 と伊勢湾系の技術で製作された土器が共伴 している。また、状態が悪 く、正

確には判断 しがたいが、馬の歯 とみられる草食動物の歯が出土 した。
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14号 竪 穴

8

|>

で

C-10
十

1号方形周溝墓

Ｂ

一

B'

翻 田

秀

こ 蒸 ≡ 垂 垂 ≧ ≡ ≡ ≡ ≡ 墓 ≡ ≡ 重 ≡ 茎 垂 ≡

手

垂 垂 三 ヌ

1 'OYR黒偶 2/2炭 化物多二、焼■粒少二
2,OYR黒褐%戻化物 黄褐色土多二、焼土粒彼曼
825Y 黒禍 3/炭化物・黄褐色土粒多と、暁土粒少二
4炭化物雇

ｇ
一

Ｐ
一

F
274鯛

Ｅ
証

Ｄ
一

525Y 黒褐%黄褐土粒多雲、炭化物・焼土瓶少量
6 25YR赤褐4/c焼士塊層
726Y 黒褐%

E′

W P100
274311 -

W P101
27431X ―

N
勲 鯛 ―

Ｅ

一

Ｅ

一

P102 Ｓ

一

]号方形周溝墓

2V
1 25Y 黒% 炭化物 境土粒多

=           ~~226Y 黒 2/1 炭化物 境土粒・黄褐色士粒  〕P5Y 黒2/茨化物・焼土粒多豊  125Y 黒褐% 炭化物・焼土地微豊
3 10YR黒褐 黄褐色土釉多E、 炭化物微

= 3,OY日
黒褐 黄褐色■撤多重   2 1oYR黒褐% 黄褐土粒多畳

46Y  オリージ黒%炭化物少置              炭化物微E

図 21 14号竪 穴 建 物 跡 (2)

1 10YR黒 褐%炭 1ヒ物 焼■苅少a
2 10YR黒褐%炭 化物 寅福色土粒少二

325Y 黒 % 霙褐色色土粒徽Д

425Y 黒褐%黄 褐色土粒塊多豊

585Y 黒褐3/ 灰黄色■粒少豊
6 10YR黒褐2/2茨化物 黄褐色土粒微景

2歿側0⊇

0               2m

925Y黒 裾 % 炭化物少量

,8炭化物層

〕125Y黒 褐 % 灰黄色■粒多二、炭化修彼E
1226Y黒 2/  炭化物多a、 灰黄色士粒少ヨ

1325Y黒 2/  灰奏色土粒多二、茨化物少日

1425Y黒 %  炭化物 灰資色土粒多ニ

0             1m
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14号 竪 穴

＼潔

図 22 14号 竪 穴建 物 跡 (3)
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15号 竪 穴

274 31Xl全

l10Y R黒褐 2/2

2,OY R黒 褐 2/2

3 10YR黒 褐 2/2

4 10YR黒 %
6 10YR黒 %

伊4酬 里
P104三

  伊43∽型 i05三

黄褐色土粒少置、炭化物微量

黄褐色土塊・土粒多量、炭化物微量

黄褐色土粒多量

黄褐色土粒多霊、炭イヒ物微量

黄褐色土粒微量

P106
2И 380型     三

1

2▼ 2

1 10YR皓褐
3/3

黄褐色土塊・土粒多量

2 10YR黒 褐2/2

黄褐色土粒少量・炭化物多量

3 10YR票 褐
3/2

黄褐色土粒・土塊多量

炭化物微盤

図 2315号 竪 穴 建 物 跡
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馬

団
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肘ヨ 詔Ю轟3gグ
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よ撞霊こ:立多

重
茨イЪ物多量

3 10YR黒 %
黄褐色土粒微量

皓褐
3/3

黒褐
3/2

黄褐色土塊・土粒多重

蓑幅色土粒・土塊多重

炭化物微量

D―

'0+
Ｄい９
＋

o                      2m

獅⑥

P107

2И 3m型
Ｅ
一

―も日‐３‐〕呻呻
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16号 竪穴

BＢ

一

126Y 黒褐%炭イヒ物微量

ユ千撒詐移ヨ

`斃

≧霧電:想縁彎

と 補VFT慾 花場 。灰黄色土粒微量    ltBW
ll 10YR黒  %灰 黄色土粒少量

里伊4削                      ⊆

Ｅ

一

wP123 E
伊4 8Xl―    ―

よ::¥羅塀れ暁響
豊   I

a霞員:撃落考を聰イ風焼塊辟
量  2

黄掲色土粒微量

Pli 8
W

2749∽ ―
1

274制 型
P121三

25Y黒褐%
暗灰黄色土粒多E
25Y階灰黄 5/2

黒色土粒少量

w P124 E
2743岡 ―      ―

,25Y黒 %葵褐色土粒多置
炭化物少壼

W P129 E
伊40m ―

    ―

125Y黒褐 %黄褐色土粒微ユ

炭化物少■

225Y黒 %黄褐色上粒少量

炭化物微量

号

二 2列 300

二 伊4嗣

図 24 16号竪穴建物跡 (1)

ビ
一

125Y黒褐%
反黄色土粒、炭化勃多重

伊4鯛 型
P125ニ

Ｆ
一

125Y黒 %黄掲色土粒

炭化物少量

225Y黒褐 3/2黄 褐色土粒多重

ＩＵ

C1                     2m
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16号竪穴下層

聟

醤

I CIl

I CIl

125Y黒 %  炭イヒ物・灰黄色土粒少重

225Y黒 %  茨化物・灰黄色土粒多霊

325Y黒褐 ィ 灰黄色・炭化物多量    A
425Y票 褐 % 炭化磁多量     274鮒 ―

5迎 5Y黒 %  灰黄色土粒微量

皮化物・焼土粒多量

曼翻翻

バ

2

4

274削 里

P127

三2列 鯛

Pi17       Pl19
W   E    N

274 31XL  - 2И 鯛 ―

P126            P128

S     N   S
―  解 3tX―   

―

Ｅ

一

S   N
-274鯛 ―

1 2И gxl里    三４珊 ４即

125Y黒 褐 % 炭化物・灰黄色

土粒少量

225Y黒 褐 % 炭化物多重

326Y黒 掲 3/2 炭化物微重

灰貢色土粒少量
425Y黒 %  柱痕、炭化物多量

P120

125Y黒 %
炭化勃・

反黄色土粒少量

16号竪穴建物跡 (2)

-40-
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一

25Y黒帽
3/2

炭化物少量・

灰黄色土粒傲盈

125Y黒 褐 %
灰黄色土粒・戻化切少量

2n
|

P120

図 25



Ю
〈

図 26 16号竪 穴 建 物 跡 (3)
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15号 竪穴建物跡 (遺構 :図 23 遺物 :図 48)

位  置 iC-9及びD-9グ リッド

主軸方位 :N-35° 一W
検出状況 :本建物跡は遺構確認面では16号溝跡 より新 しいと判断 して掘削を行ったが、断面中

などで確認 したところ、16号溝跡の方が新 しいことが確認されたため、調査時には新

旧関係が逆転 して しまったことを明記 してお く。建物北西側は攪乱により失われてい

るが、平面形は小判型である。主柱は 3基が検出されたが、ピットに残 された柱痕 を

みる限 りでは、本建物跡の柱は細い材が使用されていたようである。また南側中央に

ピットが 1基検出されていることから、 5本泣の建物構造 と考えられる。炉跡は建物

北側中央に位置する。

重複関係 :16号溝跡 より古 く、17号溝跡 より新 しい。

出土遺物 :出土遺物は少量であり、掲載遺物は152の みである。

16号竪穴建物跡 (遺構 :図 24～ 26 遺物 :図 49・ 50)

位  置 :E-8・ 9及び F-8・ 9グ リッド

主軸方位 :N-30° 一W
検出状況 :本建物跡南側は 1号方形周溝墓によって失われているが、調査の結果、上層 と下層

の 2時期の建物跡が重複 していることが確認された。平面形はどちらも小判型を呈す

が、上層の形態はやや歪み、隅丸方形に近い形態である。上層の建物規模は検出範囲

内で南北約5。 2m、 東西約 5。 8mで あり、主柱は 4基検出されているが、ほかに 2基の

ピットが検出されている。炉跡は建物跡中央 よりやや北側に位置する。床面中央から

北側を中心に炭化物層が広がっていたことから、火災により焼失 したものと考えられ

る。なお、上層の遺物は、比較的小片が多 く散乱 しているような状態であった。

下層の建物規模は検出範囲内で南北約5.4m、 東西約5.Omで あり、注穴は主注が 4

基、ほかに 3基のピットが確認され、うち主注 4基 と122号 ピットには柱根が残されて

いた。本建物跡の主柱からは、いずれも面取 りされた角材が検出された。中でも117号

ピットは、すでに上層の段階で平面形が確認されていたことから、同ピットを合むほ

かの柱 も上層の建物段階でも機能 していたことも考えられる。炉跡は建物北側のほぼ

中央に位置 し、小型の袖石が 2石設置されていた。下層の建物跡 も床面全体に炭化物

層が広がっていたことから、火災により焼失 したものと考えられ、それが起因とな り

建て替えが行われたものと考えられる。また、床面の炭化を観察 したところ、部分的

ではあるが、ムシロのような敷物の痕跡を確認 した。おそらく床面全体 を覆っていた

炭化物層はそうした敷物であったと考えられる。合わせて建物壁面に炭化物 と焼土塊

の帯が形成されていたことから、板材のようなものが壁際に回っていたものと考えら

イとる。

重複関係 :1号方形周溝墓より古 く、20号溝跡より新 しい。

出土遺物 :掲載遺物は上層に伴 う遺物が153～ 159で、下層に伴 う遺物が160～ 176で あ り、177

～180は 建物の柱材である。物量的には上層の遺物は多いが、下層の遺物は火災により

放置されたためか残 りが良 く、161な どは完形品であった。何 より器種が多彩であり、

一括資料 として好資料であった。上層 と下層の遺物は、日縁部に刻み目が入る甕を主

体 とする時期であり、遺物のみでは大 きな時期差は感 じられない。

17号 竪穴建物跡 (遺構 :図 27・ 28 遺物 :図 51)

位  置 :E-9。 10及 び F-9・ 10グ リッド

主軸方位 :N-35° 一W
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検出状況 :16号 竪穴建物跡同様南側 を 1号方形周溝墓によって失い、西側 も攪乱によって一部

破壊 されていた。本建物跡 も上層 と下層の 2時期の建物跡が確認されている。上層の

平面形は小判型であるが、隅丸方形に近い形態を呈 し、検出範囲内での建物規模は南

北約3.8m、 東西約5.4mで ある。主粧は確認されなかったため、建物構造は不明であ

る。炉跡は建物中央に位置すると考えられる。

下層の建物跡の平面形は小判型を呈 し、注穴は主柱が 3基、ほかに 1基検出されて

いる。炉跡は建物北側中央に位置するが、本建物跡 も火災により焼失 したものと考え

られ、壁際を中心に炭化物層が広がっていた。

重複関係 :1号方形周溝墓より古い。

出土遺物 :掲載遺物は181～ 185で あり、上層からの出上が比較的多かった。182は S字甕A類で

あり、183は ヒサゴ形壺であることから、上層段階では伊勢湾系の上器様相 となってい

る。

18号 竪穴建物跡 (遺構 :図28 遺物 :掲載なし)

位  置 :E-20・ 21グ リッド

主軸方向 :N-30° 一W(推 定 )

検出状況 :大部分は調査区南壁外に展開 していると考えられ、検出されたのは北側のみであっ

た。平面形は小判型を呈 し、柱穴は主注が 1基のみ検出されている。炉跡は建物北側

中央に位置すると考えられるが、本建物跡 も火災により焼失 している。

重複関係 :26・ 27号溝跡、19号竪穴建物跡 より新 しい。

出土遺物 :土器小片が少量出上 しているのみで、掲載できる遺物はなかった。

19号竪穴建物跡 (遺構 :図29 遺物 :図 51)

位  置 :E-20及 び F-20グ リッド

主軸方向 :N-38° 一E
検出状況 :北側は24号溝跡によって失われているが、平面形は小判型を呈 し、柱穴は主柱が 2

基、ほかに 2基検出されているが、うち150号 ピットは底部に板材が設置されていた。

炉跡は中央北側に位置する。

重複関係 :24号溝跡、18号竪穴建物跡 より古 く、26・ 28号溝跡 より新 しい。

出土遺物 :掲載遺物は186～ 194で ある。

20号 竪穴建物跡 (遺構 :図30 遺物 :図 51)

位  置 :F-20・ 21グ リッド及びG-21グ リッド

主軸方位 :N-30° 一W
検出状況 :本建物跡東側は、攪乱 と24号溝跡によって失われているが、平面形は隅丸長方形を

呈 し、検出範囲内での建物規模は南北約6.4m、 東西約3.5mを 測る。注穴は主柱が 2

基検出され、炉跡は建物中央 よりやや北側に位置する。

重複関係 :24号溝跡 より古 く、26号溝跡 より新 しい。

出土遺物 :規模に比べて遺物の数は少な く、掲載遺物は195。 196で ある。

21号 竪穴建物跡 (遺構 :図31 遺物 :図 51)

位  置 :東側確認調査区

主軸方向 :N-59° 一E
検出状況 :平面形は不整形な小判型を呈するが、柱穴は検出されなかったため、建物構造は不

明である。炉跡は建物中央に位置するが、他の建物跡ほど焼土塊が確認できなかった。
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2]号竪 穴

図 31 21号 竪 穴建 物 跡

m

重複関係 :32・ 33号溝跡、 5号土羨 より古い。

出土遺物 :掲載遺物は197～ 199で ある。

22号 竪穴建物跡 (遺構 :図 32 遺物 :図 51)

位  置 :東側確認調査区

主軸方位 :N-11° 一E
検出状況 :本建物跡は調査区東側 と南側の外に展開 してお り、平面形は隅丸方形あるいは小判

型を呈すると考えられる。検出範 囲内での建物規模は南北約2.3m、 東西約4.5mを 測

る。柱穴は 3基検出しているが、163号 ピットが主柱になる可能性がある。炉跡は確認

できなかった。

重複関係 :34号溝跡 より古 く、 5号平地建物跡 との新旧関係は不明である。

出土遺物 :出土遺物は少な く、掲載遺物は200の 手づ くね土器のみである。
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図 3222号 竪 穴 建 物 跡

(2)平地建物跡

基本的には掘立柱建物に炉跡が伴 うものを平地建物跡 として扱 うこととするが、既刊の『塩

部遺跡 I』 において報告 した周溝付平地建物跡 も平地建物跡の一形態である。

1号平地建物Ltl(遺構 :図 33 遺物 :図 51)

位  置 :A-5グ リッ ド

主軸方位 :N-28° 一W 柱穴 :44・ 54～ 58号 ピット

検出状況 :6基の柱穴 を検出 しているが、 うち55・ 56号 ピッ ト、 57・ 58号 ピッ トは重複 してい

たことか ら建て替 えがあつた可能性 もある。粧間は北西か ら南東方向へ約2.2m、 北東

か ら南東へ約1.5mを 測 る。注穴平面形は円形で、炉跡は建物中央 よりやや西側 に位置

す る。面的に炭化物層が確認 され、付近 にも炭化物が広がっていたため、火災により

焼失 した と考 えられる。破線 は推定規模 を表すが、東西方向に浅い落ち込みが確認 さ

れてお り、その位置 を建物範囲 として想定 している。

重複関係 :3号溝跡 より古い。16号 竪穴建物跡、 2号平地建物跡 との新旧関係 は不明である。

出土遺物 :本建物跡周辺では土器が多数出土 しているが、いずれ も小片であ り、掲載遺物は、

201の 石鏃のみである。

2号平地建物跡 (遺構 :図 34 遺物 :図 51)

位  置 :A-5及び B-5グ リッド

主軸方位 :N-20° 一W 柱穴 :43・ 45・ 53号 ピッ ト

検 出状況 :3基の柱穴 を検出 しているが、南西側では柱穴は確認で きなかった。柱間は北西か

ら南東へ約3.5m、 北東か ら南西へ約2.6mを 測 る。柱穴平面形 は円形で、炉跡は建物

北側 中央部に位置す る。破線 は推定規模 を表すが、北・西側 は浅い落ち込みがあ り、

その位置を建物範囲 として想定 している。

重複関係 :9号溝跡、11号 竪穴建物跡、 2号土羨 より古いが、 1号平地建物跡 との新旧関係 は

不明である。

出土遺物 :掲載遺物は202～ 204で ある。
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3号平地建物跡 (遺構 :図 35 遺物 :掲載な し)

位  置 :D-8・ 9グ リッド

主軸方位 :N-29° 一W 柱穴 :109～ ■2・ 115号 ピッ ト

検出状況 :検出範囲内で泣穴は 5基確認 されてお り、 うち111・ 115号 ピットが主柱 となると考

えられる。北側 は 1号方形周溝墓によって失われているため、東西方向のみの規模で

あるが、111・ 115号の柱間は約3.2mを 測 る。住穴平面形 は円形で、炉跡は建物中央 に

位置する。破線は推定規模 を表 し、概ね 5m規模の建物 と想定 される。

重複関係 :1号方形周溝墓 より古 く、20～ 22号溝跡 より新 しい。

出土遺物 :炉跡 より南側 を中心に土器小片が少量出土 しているが、掲載遺物はない。
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4号平地建物跡 (遺構 :図 36・ 37 遺物 :図 51)

位  置 :G-19及 びH-19グ リッ ド

主軸方位 :N-36° 一W 柱穴 :135～ 142号 ピット

検出状況 :本建物跡は微高地上か らの傾斜地が緩やかに下った低地部に位置 し、安定 した黄褐

色土ではな く黒色粘質土上 に建てられていた。柱穴は 8基検出されてお り、平面形は

円形及び楕円形で、 135。 137～ 139・ 141号 ピッ トには丸大材の柱根が残存 していた。

想定 される建物平面形 は長方形 を呈 し、荏間は北西か ら南東へ約3.4m、 北か ら南へ約

2.8mを 測 る。炉跡は建物南側中央 に位置 していたが、掘 り込みなどは確認 されなかっ

た。本建物跡床面には火災 によるとみ られる炭化物が広範囲に確認 されたが、破線は

炭化物層の範囲などを考慮 して推定 した建物規模であ り、南北方向に 6m、 東西方向

に4.6mの 大 きさが想定される。また、炉跡周辺の炭化物層か らは多量の炭化米や雑穀

類が検 出されている。

重複関係 :重複はな し。

出土遺物 :掲載遺物は205～ 216で あるが、本建物が立地す る微高地か らの緩斜面付近 には多数

の上器小片が散乱 していたが、遺構 に伴 うとみ られる遺物 を中心に掲載 した。

5号平地建物跡 (遺構 :図 37 遺物 :掲載な し)

位  置 :東側確認調査区

主軸方位 :N-40° 一W 柱穴 :162・ 164・ 167・ 168号 ピット

検出状況 :本建物跡は調査区外に展開 していると考 えられ、検 出範囲内で柱穴数は 4基確認 さ

れているが、柱穴平面形はすべて円形であった。炉跡は建物中央か らやや東側 に位置

する。

重複関係 :22号 竪穴建物跡 との新旧関係 は不明である。

出土遺物 :土器小片が微量出上 したのみであ り、掲載遺物はな し。

(3)掘立柱建物跡

掘立柱建物跡 については、記載する規模や柱間はすべて中心か らの距離で計測 している。

1号掘立柱建物跡 (遺構 :図 38・ 39 遺物 :掲載な し)

位  置 :A-6及び B-6グ リッ ド

主軸方位 :N-48° 一W 注穴 :65・ 71・ 87号 ピット

検出状況 :南側 は 2号方形周溝墓によって大 きく削平 されていたが、87号 ピッ トは北面か ら底

部 までが残存 していた。建物本体 は調査区外 に展開すると考 えられるが、建物平面形

は長方形 を呈す と考 えられる。柱穴は 3基検 出 しているが、柱穴平面形は方形 または

長方形 とみ られ、71号 か ら87号 ピッ トの注間は約2.4m、 65号 か ら71号 ピッ トの柱間は

約1.8mを 測 る。

重複関係 :9号溝跡、■号竪穴建物跡、 2号方形周溝墓 より古いが、 4号掘立柱建物跡 との新

旧関係 は不明である。

出土遺物 : 65号 ピットか ら土器が 3点出上 しているのみである。

2号掘立桂建物跡 (遺構 :図 38・ 39 遺物 :掲載な し)

位  置 :A-4・ 5グ リッ ド

主軸方位 :N-45° 一W 柱穴 :37～ 40・ 51号 ピッ ト

検出状況 :東側 は調査区外 に展開すると考 えられ、建物平面形 は正方形 を呈す可能性がある。

柱穴は 5基検出されてお り、粧穴平面形は円形で、柱間は北東か ら南西へ約2.9m、 北
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西か ら南東へ約2.7mを 測 る。40・ 51号 ピッ トについては、遺構確認時には明確 な形が

確認で きず、他の遺構掘削段階で検出 している。 しか し、39号 ピッ トにおいて12号溝
跡 より新 しいことを確認 している。

重複関係 :12号 溝跡、 9号竪穴建物跡 より新 しい。 3号溝跡、 3号土羨 との新旧関係 は不明で

ある。

出土遺物 :37・ 38・ 39。 40号溝跡か らそれぞれ土器数点が出土 している。

3号掘立桂建物跡 (遺構 :図 38・ 39 遺物 :掲載な し)

位  置 :B-6・ 7グ リッ ド及び C-6・ 7グ リッ ド

主軸方位 :N-70°一E 柱穴 :22・ 23・ 78。 79・ 81号 ピッ ト

検出状況 :北側の柱穴列 は調査区外 に延びると考 えられ るが、建物平面形 は長方形 を呈す。柱
穴は 5基検 出されてお り、柱穴平面形 は円形で、柱 間は南北約2.5m、 東西約3.Omを
測 る。

重複関係 :6・ 8号溝跡、 6号竪穴建物肋 より古い。

出土遺物 :22・ 23号 ピッ トか ら土器数点が出土 している。

4号掘立柱建物跡 (遺構 :図 38・ 39 遺物 :掲載な し)

位  置 :A-6グ リッ ド及び B-6グ リッド

主軸方位 :N-22°一W 崖穴 :64・ 70・ 74・ 82・ 88号 ピッ ト

検 出状況 :南西側 は 2号 方形周溝墓によって失われているが、建物平面形 は長方形 を呈す。崖
穴は 5基検 出されてお り、柱穴平面形は円形で、注 間は北西か ら南東へ約3.Om、 北東
か ら南西へ約2.3mを 測 る。

重複関係 :6・ 9・ 11号 溝跡、11号 竪穴建物跡、 2号方形周溝墓 より古いが、 1号掘立注建物
跡 との新旧関係 は不明である。

出土遺物 :74号 ピッ トか ら土器が 3点 出土 しているのみである。

(4)柱穴列

調査区壁際付近 に位置す る柱穴列 には、柱穴規模や規則性 か ら判断 し、掘立柱建物跡の可能
性が高い もの も存在す るが、対 になる柱穴列 を確認 した訳ではないために客観的にみて注穴列
とした。

1号柱穴列 (遺構 :図 38・ 39 遺物 :掲載な し)

位  置 :E-21・ 22グ リッ ド

主軸方位 :N-70°一W 柱穴 :157・ 158号 ピッ ト

検 出状況 :調査区西端で確認 されたため全体 は不明であるが、 ピッ トの規模か らも建物跡 にな
る可能性が高い。検出範囲内では 2基の柱穴のみ確認 されたが、長 さは約2.4mを 測 る。

柱穴平面形 は隅丸方形 または楕円形である。

重複関係 :27・ 28号溝跡 より新 しいが、 2号柱穴列 との新 旧関係 は不明である。
出土遺物 :各 ピッ トか ら 1点土器が出土 しているのみである。

2号柱穴列 (遺構 :図 38・ 39 遺物 :掲載な し)

位  置 :E-21及び F21グ リッ ド

主軸方位 :N-60° 一E 柱穴 :152・ 155。 156号 ピッ ト

検出状況 :3基の柱穴で構成 され、長 さは約4.2mを 測 る。注穴平面形は円形 または楕円形であ
る。東西側 に対応する柱穴列がないことか ら、単独の柱穴列である可能性がある。
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重複関係 :20号竪穴建物跡 より新 しい。 1号注穴列 との新旧関係 は不明である。

出土遺物 :各 ピッ トか ら 2・ 3点土器が出土 しているのみである。

3号桂穴列 (遺構 :図 38・ 39 遺物 :掲 載なし)

位  置 :D-8グ リッド

主軸方位 :N-61°一E 柱穴 :113・ 114号 ピッ ト

検出状況 :2基の崖穴で構成され、長さは約1.7m、 柱穴平面形は円形である。規模は小 さいが、
113号 ピットには柱根が残存 してお り、何 らかの構造物が存在 していたことは確実であ

る。残念なが ら調査ではほかに対応する柱穴を発見できなかったが、建物跡 になる可
能性が高い。

新旧関係 :22号溝跡 より新 しいが、20号溝肋 との新旧関係は不明である。
出土遺物 :114号 ピットから3点土器が出土 している。

第 3節 方形周溝墓

今回 2基の方形周溝墓が検出された。これまで塩部 B地区で検出された方形周溝墓 を西限と

考えていたが、甲府工業高校地区一帯に展開する方形周溝墓群が予想以上に東西方向に広 く展

開 していることが明らかとなった。

1号方形周溝墓 (遺構 :図 40 遺物 :図 52～ 55)

位  置 :B-8～ 10及びC-7～ 10、 D-7～ 10、 E-7～ 10グ リッド付近
主軸方位 :N-28°一W
検出状況 :平成 14・ 15年度調査区に跨って分割調査 された方形周溝墓であり、平成14年度当初

は一部分の調査であったことから、溝跡 と捉えていた遺構である。方形周溝墓主体部
はもう少 し土盛 りがあったらしく、この部分のみ洪水の粗粒砂は掘削段階か ら検出さ

れなかった。 したがって、主体部についてはすでに削平されて失われているものと考
えられ、周溝のみの検出である。方形周溝墓の全体規模は、南北方向が全長約 17m、

東西方向が約19mの大 きさになるもの と考 えられ、主体部 となる墳丘部は南北方向が

約10m、 東西方向が約11.5mで ある。南西隅が主体部へ と渡る橋 となっていたが、周

溝はB-10グ リッド付近で外側に張 り出す ような形態 となっている。周溝部の上層堆積
状況は上層部に粗粒砂が幾重にも層をな してお り、洪水によリー気に砂が堆積 したも
の と考えられる。下層には黒色土系の堆積土があり、開日していた段階での自然堆積
土 と考えられる。特に14・ 16号竪穴建物跡付近では、炭化物などが多量にみ られたが、

風化による土砂堆積により建物内の炭化物が零れ落ちて堆積 していた。 したがって、
B-8グ リッド内で出土 した268の紡錘車などは、13・ 14号竪穴建物跡のいずれかで使

用 していたものが周溝内に流れ込んだ もの と考えられる。
重複関係 :重複するすべての遺構 より新 しい。

出土遺物 :掲載遺物は217～ 274で ある。特徴的な土器 としては、229の S字甕高台部、231の畿
内系土器、234の加飾壷などが出土 している。特 にC-10、 D-9010、 E-9グ リッドに

かけては、丁寧に金属製品で削 られたと考えられる棒状あるいは板状の木製品が多量
に出土 してお り、焼けた痕跡などがないことから方形周溝墓の造営に関わる遺物 と考
えられる。土木用あるいは建築用 として も棒状の材などは細すぎるが、247な どに開け
られた孔 をみると、組み合わせて使用できそうにもみえる。また、木製品と合わせて

E-8グ リッド内からは、米が詰まっていたと考えられる220の 小甕 と221の 骨が周溝底

部から発見 されたが、木製品と合わせて考えると、埋葬に関わる何 らかの祭所Eに使用
された遺物である可能性が高い。ほかにもC-8グ リッド杭の直下からは235の 曲柄二
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股鍬が出土 している。 この鍬 は東海地区を中心 にみ られる独特の形態であ り、方形周

溝墓の埋葬者、あるいは造営者 を考 える上で極めて重要な資料 となるであろう。

2号方形周溝墓 (遺構 :図 39 遺物 :図 55)

位  置 :B-6・ 7グ リッド

主軸方位 :N-15°一E(推 定 )

検出状況 :主体部 も合わせた大部分 は調査区南側 に展開 しているもの と考えられ、検 出された

のは周溝北側の一部分のみであった。全体規模 は不明であるが、 1号方形周溝墓同様

上層 には調査区を覆っている粗粒砂層が厚 く堆積 していた。位置的にみると 5号溝跡

もその一部分である可能性 もある。

重複関係 :12号竪穴建物跡、 1・ 4号掘立柱建物跡 より新 しい。

出土遺物 :出 土数 は少な く、掲載遺物は275～ 278で ある。

第 4節 土療

1号土渡 (遺構 :図 41・ 遺物 :な し)

位  置 :B-6グ リッ ド

検出状況 :遺構平面形 は不整楕円形で、規模 は長軸約0.9m、 短軸約0,75mで ある。 6号竪穴建

物跡 に関連 した土羨である可能性 もある。

重複関係 :6号竪穴建物跡 と同時期かそれ より古い。

出土遺物 :な し

2号土壊 (遺構 :図 41・ 遺物 :掲載な し)

位  置 :B-5グ リッ ド

検 出状況 :遺構平面形 は円形で、規模 は長軸約 0。 9m、 短軸約0.8mで ある。

重複関係 :2号平地建物跡 との新旧関係 は不明である。

出土遺物 :甕などの上器小片が微量出土 している。

3号土渡 (遺構 :図 41・ 遺物 :図 55)

位  置 :D-9グ リッ ド

検 出状況 :遺構平面形は不整楕円形で、規模 は長軸約2,3m、 短軸約 1.9mで ある。壁面 は凹凸

が激 しく、不整形 に掘 り込 まれていたが、底面付近 に炭化物が散 り、石製品が置かれ

ていた。

重複関係 :5号溝跡、10号 竪穴建物跡 より古いが、 2号掘立柱建物跡 との新旧関係 は不明であ

る。

出土遺物 :掲載遺物 は279～ 281で ある。279は くばみ石であ り、280は砥石 と考 えられ る。

4号土渡 (遺構 :図 41・ 遺物 :掲載な し)

位  置 :F-19グ リッ ド

検 出状況 :24号溝跡 により南側半分 を失っているが、遺構平面形は不整長方形で、規模 は長軸

約2.5m、 短軸約1.Omで ある。底面 に植物の根 によるとみ られる凹凸があ り、風倒木

痕か樹木の抜痕である可能性 もある。

重複関係 :24号 溝跡 より古い。

出土遺物 :甕などの土器小片が微量出上 している。
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425Y 黄褐 5/3

Ｓ
一

Ｗ
一

Ｎ
一

▽
l 'OY R黒褐

2/2 炭化物少量

2炭化物層

1～ 7号 土 壊
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2″ 300型
E

125Y 黒%  灰策色土粒・炭化物多墾

三
274制 0

24号溝跡

125Y黒 % 灰黄色土粒・炭化物微鐘
225Y黒 % 黄灰色土粒多量
825Y黒 % 黄灰色土塊少量

フ号 土媛

274300旦

…
1 10YR黒褐 9/

炭化物微量

2743∽

3

表土

1

525Y 黄灰 %(水日耕作土層 )

625Y にぶい黄
6/4(水 田床土層 )

725Y 階灰黄 4/2

825Y 黒褐 % 炭化物微量

926Y 票 %  粗粒砂少量、炭化切微量

1025Y 明黄褐 6/6粗粒砂層

11 10YR黒 褐 % 粗粒砂・黄褐色土粒微望

,2 10YR黒 %  粗粒砂・炭化物微量

13 10YR黒 %  炭イヒ切微豊

4号 土境

図 41
― ―

m



5号土渡

位  置

検 出状況

重複関係

出土遺物

(遺構 :図 41・ 遺物 :な し)

:東根J確認調査区

:遺構平面形 は楕円形で、規模 は長軸約0,65m、 短軸約0.6mである。

:21号 竪穴建物跡 より新 しい。

:な し。

6号土墳 (遺構 :図 41・ 遺物 :掲載なし)

位  置 :東側確認調査区

検出状況 :西側は調査区外に展開すると考え

検出範囲内での規模 は長軸約3.3m、

重複関係 :33号溝跡 との新旧関係 は不明であ

出土遺物 :甕などの土器小片が微量出上 して

られるが、遺構平面形 は隅丸長方形 と予測 される。

短軸約1.lmで ある。

る。

いる。

7号土渡

位  置

検 出状況

重複関係

出土遺物

(遺構 :図 41・ 遺物 :掲載なし)

:B-7グ リッド

:13号 竪穴建物跡床面からは高い位置で確認された土羨で、底面全体から炭化物層が

検出された。遺構平面形は三角形 と予測され、検出範囲内での規模は長軸約3.Om、 短

軸約1.9mである。

:13号 竪穴建物跡 より新 しい。

:甕などの上器片が少量出土 している。

第 5節 遺構外出土遺物ほか (図 56・ 57)

遺構外出土遺物 として扱 う中で もC-11～ 13、 D-12・ 13グ リッド、あるいはE-18、 F18・
19、 G-18・ 19、 H-19・ 20、 I-20グ リッドにかけて形成されている微高地から低地への落ち込

みに多数の土器片が帯状に捨てられていた。 C、 Dラ イン上では口縁 に刻み目が入る甕が最 も

多 く出土 し、最新の遺物 として286の ような S字甕A類が入っている。また、調査区西側の 4号

平地建物跡周辺の落ち込みに廃棄 された土器をみると、316・ 318・ 326の ような庄内甕の破片な

ども散見 される。庄内甕については、調査区内でも311が最 も東側で確認されている庄内甕片に

な り、集落内でも西側では多いがD-9グ リッドから東根1で はみられない土器である。庄内甕の

作 り手の生活圏と何か関わ りがあるのだろうか。

また、時代は全 く違 うが、本田造成に関わる床土層から332・ 333の 大窯段階の遺物が得 られ

ている。水田は 2面確認されているが、資料が出上 したのは下層の水田層である。遺物の年代

は16世紀前半から16世紀中葉であるが、それらが廃棄されているところをみると、16世紀後半

か ら17世紀初頭までの間に塩部における大規模な水田造成が行われたと考えられ、水田開発を

知 る手掛 りを示す資料 として掲載 した。また、最新の資料 として282の焼夷弾頭を掲載 した。山

梨県教育委員会委員会発刊の報告書 (山 梨県教委1996)で村石氏が詳細な考察を行っているが、

本地区内においても弾頭の数か ら2発の着弾が確認されている。また、回収できないほど腐食

が著 しいものがほとんどであったが、焼夷弾の着弾が151回 所確認されていることから、米軍に

よる空襲が甲府市街地手前の塩部付近にも及んでいたことを裏づけることとなった。
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ピット観察表 単位 :cm(〉 は現存値

番 号 平面形態 位 置 長 径 短 径 深度 備   考 番号 平面形態 位 置 長 径 短径 深 度 備   考

1 円形 E-7 土器あり 円形 A-5
円形 E-7 11 円形 B-6
円形 E-7 土器あり 円形 B-6
円形 E-7 方形 A-6 土器あり

円形 E-6 円 形 A-6
円形 E-6 土器あり 円 形 A-6 土器あり

7 円形 E-6 円形 A-6 土器あり

円形 E-6 土器あり 楕円形 B-6
円形 E-6 楕円形 A-6
円形 E-6 楕円形 B-6

楕円形 E-6 楕円形 B-6
円形 E-6 円形 B-6 土器あり

円形 E-6 不整円形 A-6 土器あり

円形 D-5 円 形 B-5 上器あり

円形 D-6 円 形 B-6
楕円形 D-6 土器あり 円形 B-5 遺物281

円形 C-6 円形 B-6
円形 C-6 円形 B-6
円形 B-6 円形 B-6

不整楕円形 B-7 土器あり 円形 B-7
楕円形 C-6 円形 B-6 土器あり

円形 B-7 土器あり 円形 B-6
円形 C-6 土器あり 円形 B-6
円形 C-6 円形 B-6
円形 C-6 土器あり 円形 B-6

楕円形 C-6 土器あり 円形 A-6
方形 C-6 楕円形 A-6
円形 C-6 円形 A-7
円形 C-6 円形 B-8
円形 C-6 土器あり 円形 B-8 土器 あ り

円形 C-6 土器あり 円形 B-8
不整円形 C-5 土器あり 円形 B-7

円形 C-5 土器あり 円形 B-8
円形 C-5 土器あり 円形 B-8
円形 C-4 円形 B-8
円形 C-4 円形 B-7
円形 B-4 土器あり 円形 B-8 土器あ り

円形 A-4 土器あり 円形 C-8
円形 B-4 土器あり 円形 C-8
円形 A-4 土器あり 楕円形 C-9 柱恨あ り

円形 B-4 円形 C-8 柱根あ り

円形 B-4 円形 C-9 謝 あり

方形 B-5 土器あり 不整楕円形 D-9 土器あ り

円形 A-5 円形 C-9
楕円形 B-5 円形 C-9
不整円形 A-4 土器・注根あり 円形 C-9

円形 A-4 土器あり 円形 D-9
楕円形 A-4 土器あり 円形 D-9 土器あり

方形 A-4 円形 D-9
円形 A-4 円形 D-9

楕円形 A-4 土器あり 円形 D-9
円形 A-5 円形 D-8 柱根あり

円形 A-5 円形 D-8 土器・柱根あり

円形 A-5 円形 D-8 土器あり

円形 A-5 円形 D-9
円形 A-5 土器あり 円形 F-9 土器・柱根あり

楕円形 A-5 円形 F-8
楕円形 A-5 土器あり 円形 F-8 土器・柱根あり

不整円形 B-6 円形 F-9
円形 B-6 土器あ り 円形 F-9
円形 B-6 円形 E-8 柱根あり
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ビット観察表

出土遺物観察表

番 号 平面形態 位 置 長 径 短径 深 度 備  考 番号 平面形態 位 置 長径 短径 深度 備  考

円形 F-8 円形 F-20
円形 E-9 椿円形 E-20
円形 F-8 円形 E-20 土器あり

円形 F-8 醜 あり 円 形 E-20 土器・礎板あり

円形 F-8 土器あり 円形 F-20 土器あ り

円形 E-9 土器・柾根あり 不整楕円形 F-21
円形 F-9 円形 F-21 土器あり

円形 E-10 円形 G-21
円形 E-10 円 形 F-21 土器あ り

円形 E-10 円形 E-21 土器あ り

円形 E-9 円形 E-21 土器あ り

円形 F-15 円形 F-22 土器あり

楕円形 H-19 注根あり 橋円形 E-22 土器あり

楕円形 G-19 土器あ り 円形 F-22

円形 G-19 土器。柱根あり 円形 A-8
円形 G-19 柱根あり 円形 5号平

不整楕円形 H-18 土器・ホ]郵をあり 円形 22号竪

楕円形 H-19 土器・柱根あり 円形 5号平

円形 H-19 土器あり 円形 22号竪

円形 H-19 土器 あ り 円形 22号竪

円形 G-18 円形 5号平

円形 E-19 円形 5号平

円形 E-19 円形 22号竪

円形 E-20 土器あり 円形 B-5

単位 :cm()は 現存値

単位 :側  ( )は反転実測 による復元値

図版

番号
番号 出上位置 。遺構 器  種

法 璽
色 調 焼成 備 考

口径 器 高 底 径

l 19号構跡 甕か壷 2 5YR'澄 6/6 良

20号構跡 甕 18.0 7.5YR`地 い1登 6/4 良

20号構跡 甕 (18,85) 7.5YR鈍い橙 6/4 良

23号構跡 壷 13.2 7.5YR鈍い橙 6/4 良 摩耗 している

24号構跡・上層 器 台 (9.9) 5YR橙 7/6 良

24号構跡・上層 高郷 11.0 2 5YR】澄 6/8 良

24号構跡 。上層 高邦 (11.2) 5YR,炎橙 8/4 良

24号構跡・上層 高 イ 7.5YR`施 い1登 7/4 良

24号構跡 。上層 煮 (9.5) 18.0 (5.2) 10YR浅黄橙 8/3 良 両面赤色塗彩

24号構跡・上層 甕 (13.8) (229) (6.0) 7.5YR鈍い橙 7/4 良 表面摩耗

11 24号構跡 。上層 甕 (166) 7 5YR】登 6/6 良

24号構跡・上層 甕 (14.0) 2.5YRオ澄 6/6 良 タタキロ

24号構跡 。上層 台付甕 (100) 5YR'登 6/6 良

24号構跡・上層 甕 (15,0) 2.5YR'陵 6/6 良 表面摩耗

24号構跡・上層 甕 5YR橙 良

25号構跡 。上層 甕 7.5YRイ隆 6/6 良

24号構跡 。上層 壷 5YR`沌い橙 6/4 良 表面摩耗

24号構跡・ 5層 甕か壷 (14.0) 5YRそ珀いオ登 6/4 良 表面摩耗

24号構跡・ 5層 甕か壺 (14.0) 5YR鈍い橙 6/4 良

24号構跡・ 5層 甕 (120) (17.0) (80) 10YR鈍い黄橙 7/4 良 表面摩耗

24号構跡・ 5層 壷 5YR鈍い橙 6/4 良

24号構跡・ 5層 壷 15 6 7.5YRイ隆 6/6 良

24号構跡・ 5層 台付甕 5YR君登 6/6 良

24号構跡・ 5層 甕 (168) 7.5YR鈍い橙 6/4 不良 表面摩耗

24号構跡 。5層 高邪 (9,4) 5YR鈍い橙 7/4 良

24号構跡・ 5層 甕か壷 10YR褐灰 4/1 良

24号構跡・ 5層 台付甕 5YR橙 良

24号構跡・ 5層 甑 (17,7) 10.2 2.5YR,隆 6/8 良

24号構跡・ 5層 甑 (19.0) 10 5 5YRイ陰 6/8 良

24号構跡・ 5層 高郭 19 8 15 3 11.5 5YR明赤褐 5/6 良

24号構跡・ 5層 甕 15 0 (18.0) (40) 5YR橙 7/6 良 タタキロ 体部に粘土帯

24号構跡・ 5層 甕 (16.0) 7.5YR鈍い橙 7/4 良 タタキロ 体部に粘土帯

24号構跡・ 5層 甕 16.0 7.5YR鈍い橙 7/4 良 タタキロ 体部に粘土帯
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出土遺物観察表 単位 :cm( )は 反転実測 に よる復元値

図版

番号
番号 出上位置 。遺構 器 種

法 璽

色 調 焼 成 備 考
口径 器高 底径

24号構跡・ 5層 甕 (18.0) 2 5YR布登 6/8 良 タタキロ

24号構跡・ 5層 甕 5YR橙 7/6 良 タタキロ
24号構跡・ 5層 甕 7.5YR灰褐 6/2 良 タタキロ

24号構跡・ 5層 甕 (12.4) 5YR I登 7/6 良 タタキロ

24号構跡・ 5層 手焙形土器 7.5YR鈍い橙 7/4 良

24号構跡・ 5層 S字甕 (17.0) 5YR鈍い橙 6/4 良

24号構跡・ 5層 甕 (60) 5YR灰褐 良 タタキロ

24号構跡 。5層 台付甕 (9.9) 5YR橙 良 タタキロ
24号構跡・ 5層 甕 7 5YR橙 良 タタキロ

24号構跡・ 5層 甕 (9.8) (14.9) 5YR I登 7/6 良 タタキロ 体部に粘土帯

24号構跡・ 5層 甕 7 5YR黄橙 7/8 良 体部に粘土帯

24号構跡・ 5層 甕 (18.5) 10YR鈍い橙 7/2 良 表面煤付着

24号構跡 。5層 甕 (120) 7.5YR橙 6/6 良

24号構跡 。5層 甕 7.5YR鈍い橙 7/4 良

24号構跡・下層 高邪 12 5 14 6 5YR,登 6/6 良

24号構跡・下層 台付甕 5YR左登 6/6 良

24号構跡・下層 甕か壷 (7.6) 7 5YR鈍い橙 7/4 良

24号構跡・ 5層 織機部材か 一部炭化

24号構跡 。5層 織縄 部材 か 一部炭化

24号構跡・ 5層 板材 一部炭化

24号構跡・ 5層 板材 一部炭化

24号構跡・ 5層 織機部材か

24号構跡・ 5層 板材

24号構跡・ 5層 板 材 一苦[炭化  削 り痕

24号構跡・ 5層 板 材 一部炭化 肖Jり 痕

24号構跡・ 5層 板 材 削 り痕

24号構跡・ 5層 板材 一部炭化

24号構跡・ 5層 桜 皮

24号構跡・ 5層 板材 削 り痕

24号構跡 。5層 板材

24号構跡 。5層 角材 一部炭化  LJり 痕

24号構跡・下層 瓢箪

跡  E-15 甕 (16.0) 5YR鈍い橙 6/4 良

跡  E-15 甕 (20.0) 5YR鈍い橙 6/4 良

跡  E-14 甕 (17.0) 5YR灰褐 5/2 良

跡  E-14 甕 (21,8) (268) (8.3) 7.5YR橙 7/6 良

跡  E-15 甕か壷 5YR,登 良

跡  E-15 甕 (182) 5YR鈍い赤褐 5/4 良

跡  E-15 甕 16.0 20.3 7.5YR鈍い褐 6/3 良

跡  E-15 高邪 (92) 5YR,隆 7/6 良

跡  E-14 甕 10YR灰白 8/2 良

サII跡  E-14 甕 7.5 7 5YR鈍い褐 5/4 良

跡  E-13 台付甕 7.5YR鈍い褐 6/3 良

'II跡

 E-15 角材 一菩1炭化  削 り痕

'II跡

 E-13 板材 一部炭化

'II跡

 E-13 板材

1跡  E-15 板材

跡  E-15 甕 (9.6) 10YR鈍い黄橙 7/2 良

跡  E-15 高邦か (16.0) 7.5YR鈍い橙 7/4 良 内面赤色塗彩

'Htt E-15
壷 7.5YR鈍い橙 7/4 良

,Htt E-15 高邦 (25.0) 5YR 4登 6/6 良 両面赤色塗彩

跡  E-14 甕 (3.0) 10YR鈍い責橙 7/3 良

跡  E-15 壷 (56) 10YR鈍い黄橙 7/2 良 タタキロ

号堅穴建物 鉢 21.0 5YR橙 6/8 良 表面摩耗

号堅穴建物 甕 (21.0) 5YR,澄 6/6 良

号堅穴建物 甕 19.9 2.5YR明 赤褐 5/6 良

号堅穴建物 台付甕 16.4 7.5YR橙 7/6 良

号堅穴建物 甕 14.1 16.5 5YR橙 6/6 良 輪積痕

号堅穴建物 甕 (14.0) 5YRイ隆 具

号堅穴建物 甕 (17.5) 7 5YR,澄 7/6 良
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出土遺物観察表 単位 ic/m( )は 反転実測 に よる復元値

版

号

図

番
番号 出土位置 。遺構 器 種

法 量
色 調 焼成 備 考

ロイ墨 器 高 底径

1号堅穴建物 台付甕 23 1 5YR橙 6/8 良 1号竪穴炉

2号堅穴建物 高邦 (7.2) 5YR橙 良

2号堅穴建物 石包丁 0,7 磨 製

3号堅穴建物 石鏃 0 35 磨製

3号堅穴建物 甑 7 5YR鈍い橙 7/4 良

3号堅穴建物 邪 5YR橙 6/8 良

3号堅穴建物 壷 18.0 5YR橙 6/6 良 表面摩耗

3号堅穴建物 甕 15.6 5YR鈍い赤褐 5/4 良

3号堅穴建物 甕 16.8 7.5YR鈍い橙 7/4 良

3号堅穴建物 甕 15.1 5YR明赤褐 5/6 良

5号堅穴建物 甕 13.5 5YR橙 6/6 良

5号堅穴建物 甕 5YR赤褐 4/6 良

5号堅穴建物 甕か壷 10YR鈍 い黄褐 4/3 良

6号堅穴建物 甕 30.0 5YRオ登 6/8 良

6号堅穴建物 甕か壷 7.5YR鈍い橙 6/4 良

6号堅穴建物 甕 15.0 7.5YR鈍い橙 6/4 良

7号堅穴建物 邦 7.5YR鈍い橙 7/4 良 両面赤色塗彩

8号堅穴建物 甕 16.8 7.5YR鈍い褐色 5/3 良

8号堅穴建物 甕 25.0 10YR鈍 い責褐 5/4 良

8号堅穴建物 甕 5YR君缶6/8 良

9号堅穴建物 甕 (9.5) 5YR橙 良

10号堅穴建物 吊り手上器 5YR橙 良 2孔 1対 表面摩耗

10号堅穴建物 甕 (17.0) 5YRオ登 6/6 良 折 り返 し口縁

10号堅穴建物 帝 か (7.4) 2 5YRオ登 6/8 良

10号堅穴建物 壺 か 7 5YR浅責橙 8/4 良

10号 堅穴建物 甕 (18.0) 5YR鈍い橙 6/4 良

10号堅穴建物 甕 (18.0) 5YR橙 良

10号竪穴建物 甕 (15.2) 7 5YRオ登 6/6 良

12号竪穴建物 甕 (20.4) 5YRオ登 6/6 良

123 12号 竪穴建物 甑 17.8 10,7 7.5YR橙 6/6 良

13号竪穴建物 台付甕 10 4 10YR鈍い責橙 7/4 良

13号竪穴建物 甕 (64) 5YR,陵 6/6 良

126 13号竪穴建物 台付甕 13 5 19 75 6.6 5YRイ澄 6/8 良

13号竪穴建物 蓋 19 4 5YRイ置 7/6 良

13号竪穴建物 台付甕 (13.6) 7.5YR鈍い橙 7/4 良

13号竪穴建物 甕 (15.0) 14 1 5YR淡橙 良

13号竪穴建物 甕 17 0 5YRオ登 7/8 良

13号竪穴建物 高邦 (7.5) 7.5YR鈍い褐 6/3 良

13号竪穴建物 壷 25 0 7.5YR灰褐 4/2 良 折 り返 し口縁

13号竪穴建物 甕か壷 (6.6) 2 5YR明 赤褐 5/6 良

13号竪穴建物 甕 (13.4) 25.55 10YR鈍い責橙 6/3 良

16号構跡 高邦 (20.0) 2.5YR橙 6/8 良

136 16号構跡 壺 (12.0) 10YR鈍い橙 6/4 良 折 り返 し口縁

16号構跡 台付甕 2.5YR橙 6/6 良

16号構跡 壷 (96) 5YR橙 7/6 良

16号構跡 甕 (18.4) 5YR橙 6/6 良

16号繕跡 壷 10YR鈍い責橙 7/2 良

16号構跡 蓋 16.2 5YR I登 6/6 良

14号竪穴建物 蓋 (10.4) 2.5YR鈍い橙 6/6 良 両面摩耗

14号竪穴建物 蓋 (13.0) 2.5YRオ登 6/8 良

14号竪穴建物 S字甕 (14.0) 7.5YR明褐灰 7/2 良

14号竪穴建物 有段口縁甕 (19.4) 10YR黒褐 3/1 良

14号竪穴建物 有段口縁甕 19.6 2.5YR橙 6/6 良

14号竪穴建物 甕 (13.8) 2.5YR橙 6/8 良

14号竪穴建物 甕 16 2 7.5YR鈍い橙 7/4 良

14号竪穴建物 鉢 (13.0) 5YR橙 良

ピット101 柱 材

14号竪穴建物 台付甕 5YR橙 7/6 良

152 15号竪穴建物 壷 か 10YR鈍い責橙 6/4 良

16号竪穴建物 甕 10.0 17.6 5YRオ天自 8/2 良
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出土遺物観察表 単位 :cm( )は 反転実測による復元値

版

号

図

番
番号 出上位置・遺構 器 種

法 自重
色 調 焼 成 備 考

口径 器 高 底 径

16号竪穴建物 甕 (16 4) 5YR橙 7/6 良

16号竪穴建物 甕 (7.8) 5YRオ登 7/6 良

16号竪穴建物 台付甕 5YRオ登 6/6 良

157 16号竪穴建物 高邦 5YRオ登 7/6 良

16号竪穴建物 紡錘車 (6.0) 7.5YR褐灰 4/1 良

16号竪穴建物 蓋 (15.2) 5YR淡橙 8/4 良

16号竪穴建物 壷 6.2 10YR鈍 い黄橙 7/3 良

16号竪穴建物下層 片口鉢 2 5YRオ登 6/8 良

16号竪穴建物下層 片口邪 11.6 7 5YR鈍 い橙 6/4 良 両面赤色塗彩

16号竪穴建物下層 鉢 (18.0) 5YR橙 7/8 良

16号竪穴建物下層 蓋 (180) 5YR黒褐 2/1 良

16号竪穴建物下層 蓋 4.2) 7.5YR灰 白 8/2 良 11箇所に/Jヽ子と

16号竪穴建物下層 蓋 5YR I登 7/8 良

16号竪穴建物下層 蓋 17 3 2 5YR橙 7/8 良

16号竪穴建物下層 蓋 14 0 7 5YR灰 白 8/1 良

16号 竪穴建物下層 壷 10R 赤 良 両面赤色塗彩

16号 竪穴建物下層 壷 (22.2) 5YR,澄 7/6 良

16号竪穴建物下層 台付甕 11.0 15 7 2.5YR橙 6/8 良

16号竪穴建物下層 甕 19 0) 5YR橙 7/6 良

16号竪穴建物下層 甕 (118) 7.5YR浅黄橙 8/3 良

16号竪穴建物下層 甕 19 3 7 5YR鈍 い橙 7/4 良

16号竪穴建物下層 甕 21 0 28.9 5YR,澄 7/8 良

16号竪穴建物下層 台付甕 (14.0) (21.0) (110) 5YR橙 7/8 良

ピ ッヽ ト117 柱角材

ピ ン` ト126 柱角材

ピ ッヽ ト125 柱角材

ピ ン` ト128 柱角材

17号竪穴建物 甕 (17.8) 7 5YR鈍 い橙 6/4 良 折 り返 し口縁

17号竪穴建物 S字甕 (14.0) 10YR灰黄褐 6/2 良

17号竪穴建物 ヒサゴ形壷 10YR鈍い責橙 7/3 良

17号竪穴建物 甕 2.5YRオ登 6/6 良

17号竪穴建物 高邦 18.0) 10YR赤橙 4/8 良 両面赤色塗彩

19号竪穴建物 甕 19.2) 10YR鈍い黄橙 6/3 良 折 り返 し口縁

19号竪穴建物 甕 20.0) 5YR黒褐 良

19号竪穴建物 甕 19.0) 7.5YR鈍 い橙 7/4 良

19号竪穴建物 甕 2.5YRオ登 6/8 良

19号竪穴建物 甕 10YR明黄褐 6/6 良

19号竪穴建物 甕 (110) (11.7) (70) 5YR橙 6/6 良

19号竪穴建物 甕 7.5YR鈍 い橙 6/4 良 底部ヘラ調整

19号竪穴建物 甕 5YR鈍い褐 5/4 不 良

19号竪穴建物 甕か壷 12.5 10YR鈍い責橙 7/3 良

20号竪穴建物 台付甕 23.0) 5YRオ登 6/6 不 良

21号竪穴建物 甕 20.0) 5YR橙 6/6 良

21号竪穴建物 甕 17.0) 5YR橙 6/6 良

21号竪穴建物 甕 10.0) 2.5YR赤褐 4/6 良

21号竪穴建物 高邦か 12.0 5YR,澄 6/6 良

22号竪穴建物 手づくね土器 7.5YR鈍 い橙 6/4 良 指頭整形

1号平地建物 石鏃 11 1.1

2号平地建物 壷 (9.8) 10YR浅黄橙 8/4 良

2号平地建物 器 台 7.5YRオ登 6/6 良

2号平地建物 邪 (10.0) (6.2) (5.6) 7.5YR布登 7/6 良

4号平地建物 台付甕 2 5YR明赤褐 5/6 良

4号平地建物 甕 (22.0) 2.5YR明赤褐 5/6 良

207 4号平地建物 甕 16.0 5YR,登 6/6 良

4号平地建物 甕 (16.0) 10YR鈍い責橙 7/4 良

4号平地建物 甕 5YR,登 6/6 良 底部ヘラ調整

210 4号平地建物 台付甕 10YR鈍い橙 7/4 良

211 4号平地建物 高郷 10YR鈍い橙 7/4 良

212 4号平地建物 甑 5YR,登 7/6 良

4号平地建物 重 (16.0) 5YR橙 7/6 良 折 り返 し口縁
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出土遺物観察表 単位 i cm( )は 反転実測による復元値

図版

番号
番 号 出上位置 。遺構 器  種

法 皇

色 調 焼 成 備 考
口径 器 高 底 径

4号平地建物 壷 (14.0) 5YR橙 良

ピット141 板材 一部炭化

ピット141 柱九板

1号方形周溝墓 小邦 (4.6) (40) 5YR鈍いオ登 6/4 良

218 1号方形周溝墓 甑 (16 0) 2 5YR明赤褐 5/6 良

1号方形周溝墓 紡錘車 7.5YR灰褐 5/2 良

1号方形周薄墓 手づくね土器 10YR鈍い責橙 6/3 良

1号方形周溝墓 骨

222 1号方形周溝墓 台付甕 (58) 5YR I登 6/6 良

223 1号方形周溝墓 甕 5YR橙 良

1号方形周溝墓 甕 10YR灰責褐 5/2 良 折 り返 し口縁

225 1号方形周溝墓 台付甕か 7 5YR鈍い橙 7/4 良

1号方形周溝墓 甕か壺 5YR I登 6/6 良

227 1号方形周溝墓 甕 2.38 5YR鈍い赤褐 5/4 良

1号方形周溝墓 台付甕 (16.0) (9,0) 2 5YR明赤褐 5/6 良

1号方形周溝墓 S字甕 (14.0) 5YR鈍い赤褐 5/4 良

1号方形周溝墓 壷 5YRオ登 6/6 良

1号方形周溝墓 甕 (17.3) (8.2) 2 5YR明赤褐 5/6 良 タタキロ 体部に米占土帯

232 1号方形周澪墓 甕 (17.0) 10YR灰責褐 5/2 良

233 1号方形周溝墓 甕 10YR鈍い責褐 4/3 良 底部ヘラ調整

1号方形周溝墓 加飾壷 7 5YR鈍 い橙 6/4 良 輪積痕

235 1号方形周溝墓 二又鍬 14.8

1号方形周溝墓 不明木製品 (11.4) 柄 に穿孔 あ り

237 l号方形周溝墓 板材 肖1り 痕

238 1号方形周澪墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 (20.8) 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 削り痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 肖Jり 痕  子とあり

1号方形周溝墓 板材 肖Jり 痕  子とあり

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

251 1号方形周溝墓 不明木製品

252 1号方形周溝墓 板材

253 1号方形周溝墓 板材

1号方形周溝墓 板材 音Jり 痕

1号方形周溝墓 板材 音Jり 痕

256 1号方形周溝墓 板材 音Jり 痕

257 1号方形周浦墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

261 1号方形周溝墓 板材 音Uり 痕

1号方形周溝墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材

1号方形周溝墓 板材

1号方形周溝墓 板材

266 1号方形周溝墓 板材

1号方形周澪墓 板材 削 り痕

1号方形周溝墓 板材 一部炭化

1号方形周溝墓 紡錘車 一部炭化

1号方形周溝墓 桜 皮

1号方形周溝墓 桜 皮

272 1号方形周溝墓 桜 皮

1号方形周溝墓 板材
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出土遺物観察表 単位 t cm( )は 反転実韻1に よる復元値

図版

番号
番 号 出上位置 。遺構 器  種

法 皇里
色 調 焼 成 備 考

ロイ登 器 高 底径

1号方形周溝墓 板 材

275 2号方形周溝墓 高 不 (15.0) 7 5YR橙 6/6 良

276 2号方形周薄墓 甕か壺 5YR鈍い赤褐 5/4 良

2号方形周溝墓 甕か壷 10YR鈍い黄橙 6/4 良

2号方形周溝墓 壷 (16.4) 32.1 11.6 10YR鈍い責橙 7/4 良

3号土羨 凹 石 19.6 13.1 27 5

280 3号土羨 磨石 12.5 10 8

ピノ` ト45 甕 (16.0) 5YR橙 良

282 B-5 焼夷弾蓋 9.15 37.3

283 C― H 蓋 (188) 5YR I登 7/6 良

284 C-11 壷 (215) 7.5YR鈍い橙 5/4 良

C-11 壷 (16.8) 14 3 5YR橙 7/6 良

C-12 S字甕 (16.9) 5YRオ登 7/6 良

287 D-12 壷 (14.6) 5YR'置 7/6 良

C-12・ D-13 壺 (9,0) 5YR,陸 6/6 不良

289 D-12 甕 (8.4) 5YR鈍い橙 6/4 良

D-12 壷 (12.4) 5YRイ陛 良

D-12 台付甕 5YRオ登 6/8 良

292 D-13 甕か壷 10YR鈍い責橙 7/4 良

293 D-13 甕 5YRオ登 6/8 良

D-13 台付甕 (8.6) 10YR鈍い責橙 7/4 良

295 D-13 壷 (218) 5YR橙 良 折 り返 し口縁

D-13 甕 (24.0) 2.5YR/r●H6/6
良

297 D-13 甕 (15.0) 5YR鈍い赤褐 4/3 良

D-13 壷 17.2 5YR橙 6/8 良

D-13 壷 (28.8) 5YR橙 良

A-4 S字甕 (190) 5YR明赤褐 5/6 良

A-4 蓋 7 5YR責橙 8/8 良

A-5 邦 7.5YR,澄 7/6 不良

A-6 手づくね土器 5YR鈍い橙 6/4 良

B-5 甕 (11.0) 5YR鈍しヽ赤褐 5/4 良

B-8 甕 (19.0) 7.5YR鈍 い橙 7/4 良

306 B-9 甕か壷 5YRオ登 6/6 良

C-5 紡錘草 10YR鈍い黄橙 6/6 良

C-5 高邦 (18.0) 5YR橙 7/8 良

309 C-5 甕 (23.0) 7.5YR鈍 い褐 5/4 良

D-9 甕 (15.0) 5YR鈍い赤褐 5/4 良

D-9 甕 5YR'陵 6/6 良 タタキロ

D-9 蓋 5YR I登 6/6 良 8箇所に小孔

E-14 甕 10YR灰責褐 6/2 良

F-14 甑 7.5YR鈍 い橙 7/4 良

F-19 甕 (7.2) 10YR鈍い責橙 7/3 良

G-18 壺 5YR`沌い橙 6/4 良 タタキロ

G-18 台付甕 (10.0) 5YR鈍い橙 6/4 良

G-19 甕 4.2 7.5YR鈍 い橙 7/4 良

H-19 甕 (16.8) 7.5YR鈍 い褐 6/3 良

H-16 高邪 (7.2) 7.5YR鈍 い橙 7/3 良

H-18 甕か壷 5YRイ路 7/6 良 底部ヘラ調整

322 H-18 高 邦 (15.6) 7.5YR鈍 い橙 7/4 良 両面磨 き

H-17 甕か壷 (16 6) 5YR橙 7/6 良

324 H-20 甕 (172) 7 5YR鈍 い褐 6/3 良

H-20 甕 7 5YR鈍 い橙 7/4 良 底部ヘラ調整

H-20 壷 2.5YR鈍 い橙 6/4 良

327 H-21 蓋 7.5YRオ登 6/6 良

H-21 甕か壷 10YR責褐 5/8 良

I-20 壷 (8.0) 2.5YR明赤褐 5/6 不 良

I-19 凹石 18.3 22.2

I―-20 石包丁か 0.55

332 H-19・ 本田下層 灰釉端反皿 (11.0) 2.5YR灰責 7/2 良 二次被熱 大窯 1段階

333 H-19・ 水田下層 鉄釉皿 (6.4) 7.5YR褐 4/4 良 大窯 1・ 2段階か
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D地区

平成15年度に調査 を実施 してお り、調査面積は約170m2で ある。本調査区で検出された各遺構

数は、溝跡 9、 竪穴建物跡 1、 掘立柱建物跡 1、 土羨 2、 ピット8(掘立柱建物跡 も含む)で

ある。主な遺構の時期は、弥生時代末期から古墳時代初頭までの遺構群 と考 えられる。全体的

に近世以降の本田開発などで大 きく削平 されてお り、攪乱なども多い。また、本調査区から東

側には黒色粘質土で形成された低湿地が広がっていたと考えられ、遺構 も希薄であった。

第 1節 溝跡

調査区全体で浅 く細長い畝状の溝跡が 9条検出されている。

1号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :調査区西側

検出状況 : 北から南方向にやや湾曲 しつつ延びる溝跡で、検出範囲内では全長約2.lm、 幅約

0。 15m、 確認面から深 さ0.lmで ある。掘削面が他の遺構に比べ高い位置にあったこと

から、近世以降の水田に伴 う溝跡 と考えられる。

重複関係 :4号溝跡 より新 しい。

出土遺物 :な し。

2号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :調査区中央

検出状況 :北から南方向に直線的に延びる溝跡で、検出範囲内では全長約2.Om、 幅約 0。 lm、

確認面から深 さ約0.15mで ある。掘削面が他の遺構に比べ高い位置にあったことから、

近世以降の本田に伴 う溝跡 と考 えられる。

重複関係 :2号土羨 より新 しい。

出土遺物 :な し。

3号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :調査区中央

検出状況 :北から南方向に直線的に延びる溝跡で、 2号溝跡 と並行する。検出範囲内では全長

約2.65m、 幅約0.2m、 確認面か ら深 さ0,15mで ある。掘削面が他の遺構 に比べ高い位

置にあったことから、近世以降の水田に伴 う溝跡 と考えられる。

重複関係 :7号溝跡 より新 しい。

出土遺物 :な し。

4号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :調査区西側

検出状況 :北西から南東方向に延びる溝跡で、調査区西側 を縦断 している。検出範囲内では全

長約2.2m、 幅0.3m、 確認面か ら深 さ0。 2mで ある。規模 と付近の溝跡の状況を考慮す

ると畝跡の可能性がある。

重複関係 :1号溝跡 より古い。

出土遺物 :な し。

5号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :調査区西側
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検出状況 :北西か ら南東方向に延びる溝跡で、北側 は攪乱 されている。検出範囲内では全長約

5,7m、 幅約 0。 8m、 確認面から深 さ約0,2mである。規模 と付近の溝跡の状況 を考慮す

ると畝跡の可能性がある。

重複関係 :な し。

出土遺物 :な し。

6号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

1号竪穴建物跡の周溝 と考えられるため、第 2節 建物跡  1号竪穴建物跡で報告す る。

7号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :調査区中央

検出状況 :北西か ら南東方向に湾曲 しつつ延びる溝跡で、北側は三又に分岐 していた。検出範

囲内では直線距離で全長約5.6m、 幅約0.4m、 確認面からの深 さ約 0。 lmで ある。規模

と付近の溝跡の状況を考慮すると畝跡の可能性がある。

重複関係 :5・ 6。 9号溝跡、 1号掘立粧建物跡 との新旧関係は不明である。

出土遺物 :な し。

8号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :調査区中央

検出状況 :北東か ら南西方向に直線的に延び る溝跡で、検 出範囲内では全長約3.2m、 幅約

0.3m、 確認面からの深 さ約0。 lmで ある。規模 と付近の溝跡の状況を考慮すると畝跡

の可能性がある。

重複関係 :5号 ピットより古 く、 7・ 8号溝跡 との新旧関係は不明である。

出土遺物 :な し。

9号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :調査区中央

検出状況 :北東か ら南西方向に直線的に延び る溝跡で、検 出範囲内では全長約2.lm、 幅約

0,35m、 確認面からの深 さ約0.lmで ある。規模 と付近の溝跡の状況を考慮す ると畝跡

の可能性がある。

重複関係 :2号 ピットより古いが、 7号溝跡 との新旧関係は不明である。

出土遺物 :な し。

10号溝跡 (遺構 :全体図中 遺物 :な し)

位  置 :調査区中央

検出状況 :北西か ら南東方向に直線的に延び る溝跡で、検 出範囲内では全長約2.Om、 幅約

0。 35m、 確認面からの深さ約0。 lmで ある。規模 と付近の溝跡の状況を考慮す ると畝跡

の可能性がある。

重複関係 :6号溝跡、 5号 ピットより古いが、 7・ 8号溝跡 との新旧関係は不明である。

出土遺物 :な し。

第 2節 建物跡

本地区で検出された建物跡を大別すると、(1)竪穴建物、 (2)掘立柱建物に分類 され、それ

ぞれ各 1基検出されている志
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(1)竪穴建物跡

1号竪穴建物跡 (遺構 :図 58 遺物 :図 60)

位  置 :調査区東側

主軸方位 :N-28° 一E
検出状況 :本建物跡は周溝 と考えられる 6号溝跡 と一体であり、竪穴建物本体の東側半分は攪

乱によって失われているが、平面形は隅丸方形を呈す と考えられる。検出範囲内での

建物規模は竪穴本体が南北約3,9m、 東西約2,7mで あり、深 さは削平の影響からか約

0,15mで あった。周溝まで合めた規模は直径約8.6mで、周溝は幅約0.5m、 深 さ0.lm
であり、南東方向が開日していると考えられることから本建物跡の出入 り日は南東側

であったと考えられる。主柱は 2基検出したが、炉跡は 2石の袖石 を設置 したもので、

掘 り込み等は確認されなかった。床面全体には炭化物が広がっていたことから、火災

により焼失 した建物 と考えられる。

重複関係 :10号溝跡、 6号 ピットより新 しい。

出土遺物 :掲載遺物は 1～ 5で ある。

(2)掘立柱建物跡

1号掘立桂建物跡 (遺構 :図 59 遺物 :な し)

位  置 :調査区中央

主軸方位 :N-20° 一E 柱穴 :1・ 2・ 4・ 5号 ピット

検出状況 :調査区全体が削平されているため、本遺構 も竪穴建物跡柱穴である可能性が高いが、

現状で確認する術はないため、ひとまず掘立崖建物跡 とした。北面から底部までが残

存 していた。粧穴は 4基検出しているが、柱穴平面形は方形 または長方形 とみられ、

1号から2号 ピットの注間は約2.7m、  1号から5号 ピットの柱間は約2.2mを 測る。

重複関係 :9・ 10号溝跡 より新 しい。

出土遺物 : なし。

第 3節 土境

1号上壊 (遺構 :図 59・ 遺物 :な し)

位  置 :調査区東側

検出状況 :遺構平面形は楕円形で、規模は長軸約0,8m、 短軸約0.55mである。

重複関係 :な し。

出土遺物 :な し。

2号土壊 (遺構 :図 59・ 遺物 :図 60)

位  置 :調査区西側

検出状況 :遺構平面形は不整楕円形で、規模は長軸約0.8m、 短軸約0,7mで ある。

重複関係 :2号溝跡 より古い。

出土遺物 :掲載遺物は 6の みである。
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単位 :cln()1ま現存値

単位 :cln( )は 反転実測による復元値

1 円形 1号掘 5 円形 1号掘

円形 1号掘 円形 調査区

円形 調査区 円形 1号竪

不整円形 1号掘 8 円形 1号竪

図版

番号
番号 出上位置・遺構 器  種

法 量
色 調 焼成 備 考

口径 器 高 底径

1 1号竪穴建物 壷 (16.0) 5YR橙 6/8 良

2 1号竪穴建物 蓋 17.7 5YR橙 6/8 良

3 1号竪穴建物 甕か壷 5YRだ登 6/6 良

4 1号竪穴建物 甕 21.0 7.5YRイ局 4/3 良

5 ピット8 台付甕 10.0 10YR鈍い黄橙 6/4 良

2号土羨 甕 18.8 22.3 5YR鈍い赤褐 5/4 良

7 調査区一括 碗 5Y灰 オリーブ 5/2 良 青磁 II類
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第 4章
第 1節 塩部遺跡出土土器の胎土分析

はじめに

塩部遺跡は、甲府盆地北部の相川扇状地扇端部に位置する遺跡であ り、弥生～平安時代の遺構が検出

される。塩部遺跡付近の相川扇状地は、荒川扇状地と湯川をほぼ境界 として接 してお り、荒川に沿った

東西方向の旧河道が存在することから、荒川の氾濫時に影響 を受けた ものと指摘 されている (山 梨県埋

蔵文化財センター ,1996)。 今回、本遺跡出土の古墳前期土師器について産地推定を目的とした胎土分析

を行ったので、以下に報告する。

分析試料

試料表を第 1表に示す。No.1と No.21よ 山梨県内では出土例が極めて少ない畿内系土器とされる試料である。

S字状口縁台付甕No.3お よび在地系台付甕No 41よ、甲府盆地では普通に出土する器種である。No.5の 手あぶ

りは、甲府盆地において出土例が少ないものとされる。

分析方法

土器試料は、切断機で3× 2.5cm程 度の大きさに切断し、残 りの試料は保存 した。土器片試料はエポキシ樹脂

を含浸させて補強し、土器の鉛直断面切片 (厚 さ3alm)を 切断し、その後岩石薄片と同じ要領で薄片を作製 した。

さらにフッ化水素酸蒸気でエッチングし、コバルチ亜硝酸ナ トリウム飽和溶液に浸 してカリ長石を黄色に染色 し

プレパラー トとした。次に以下の方法で岩石鉱物成分のモー ド分析を行なった。偏光顕微鏡下において、ポイン

トカウンタを用い、ステージの移動ピッチを薄片長辺方向に0.33Hlm、 短辺方向に0.40111mと し、各薄片で2,000

ポイントを計測した。計数対象は、粒径0.05111■ l以上の岩石鉱物粒子、およびこれより細粒のマ トリクス (「粘土」)

部分とし、植物珪酸体はすべてマ トリクスに含めた。

分析結果および考察

分析結果を第 2表に示す。試料全体の砂粒子・赤褐色粒子・マ トリクスの割合 (粒子構成 )、 および砂粒子の

岩石鉱物組成および重鉱物組成を第 1図 に示す。重鉱物組成では右側に基数を表示 した。岩石組成折れ線グラフ

を第 2図に示す。この折れ線グラフは、各岩石のポイント総数を基数とし、各岩石の構成比を示 したものである。

折れ線グラフの第 1・ 第 2ピ ークの組み合わせによって土器を分類 した (第 3表 )。 クラスター分析の樹形図を

第 3図 に示す。クラスター分析は、折れ線グラフと同様の10種の岩石データを用いて行なった。クラスター分

析での非類似度は、ユークリッド平方距離を用い、最短距離法によつて算出した。第 3図 は、今回分析試料のほ

か、南アルプス市村前東A遺跡、寺部村附第6遺跡などの胎土組成、および甲府盆地周辺地域河川砂の岩石組成

などを比較 したもので、便宜的に番号 1～ 21を クラスターに付 した (河西 ,1999,2004)。

畿内系土器 (Nos,1～ 2)

粒子構成に占める砂粒子の割合 (含砂率)は 、21～ 22%と 類似性が高 く、赤褐色粒子の割合は2～ 50/Oで ある。

岩石鉱物組成では、デイサイ ト・花尚岩類 。その他 (泥質ブロックから主としてなる)が多 く、変質火山岩類・

ホルンフェルス・火山ガラスなどを伴う。デイサイトは、石基は細粒で、角閃石・酸化角閃石・単斜輝石・斜方

輝石・不透明鉱物・オパサイ トなどの斑晶を含む。角閃石斑晶はときに周縁部がオパサイ ト化する。これらのデ

イサイトの特徴は、黒富士火山噴出物のものと類似性が認められる一方、脱ガラス化など変質した粒子も多 く含

まれる。緑簾石を主体 とする岩石 (緑集石岩)も 共通 して少量含まれる。重鉱物組成では緑簾石が半数近 くを占
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第 2表 土器胎土中の岩石鉱物組成 (数字はポイ

ン ト数、十は計数以外の検出を示す)

鉱物 :し i黒雲母I mu無 色雲母 ,ho角 閃石、oxyho酸 化角閃石、cpx単 斜輝石、opx斜 方輝石 .

opq不 透明鉱物、opac teオ パサイ ト・ bq:′ 型石英,q石英

変質火山岩類 :AD安 山岩質～デイサイ ト質, Dデ イサイ ト質

火山ガラス形態 :A泡壁型平板状,A'抱 壁型 Y字状,B塊 状, C中 間型、 D中間型管状、
E軽石型繊維状、 F軽 石型スボンジ状

第 3表 折れ線グラフによる土器分類

め不透明鉱物を伴う点が共通するが、その他の重鉱物は

類似性に乏 しくNo.1では単斜輝石 。斜方輝石 。角閃石

などをNo.2では黒雲母・無色雲母・酸化角閃石などを

わずかに含む。第 3表では、No。 1が D― g群 にNo.2が

G― d群に分類される。第 3図では貢川・荒川河川砂や

村前東A遺跡・寺部村附第6遺跡土師器とともにクラス

ター5に 含まれる。産地は、デイサイ ト・花商岩類が分

布する地域に推定され、有力な産地候補のひとつとして

荒川流域があげられる。

S字状口縁台付甕 (No.3)

含砂率は23%を 占め、赤褐色粒子の割合は2%と 低率

である。岩石鉱物組成は、斜長石・石英・デイサイ ト・

花尚岩類。その他 (泥質ブロックから主としてなる)な

どから主に構成される。安山岩・変質火山岩類・ホルン

フェルスなどをわずかに伴う。重鉱物組成は、角閃石が

約半数を占め、酸化角閃石・黒雲母・単斜輝石・斜方輝

石・不透明鉱物などを伴 う。第 3表ではD― g群 に、第

3図では貢川・荒川河川砂や村前東A遺跡・寺部村附第

6遺跡土器とともにクラスター5に含まれる。産地は、デ

イサイト・花南岩類が分布する地域に推定され、有力な

産地候補のひとつとして荒川流域があ|デ られる。

在地系台付甕 (No 4)

含砂率は33%と やや多めで、赤褐色粒子の割合は3%

である。岩石鉱物組成は、花筒岩類および構成鉱物の石

英・斜長石・カリ長石・重鉱物 (角 閃石・黒雲母)な ど

から構成される。デイサイ ト・変質火山岩類・ホルン

フェルスなどを極めてわずか伴う。重鉱物組成は、角閃

石が85%を 占め、黒雲母・緑簾石・酸化角閃石・単斜輝

石などをわずかに伴う。第 3表ではG群 に、第 3図では

笛吹川流域河川砂とともにクラスター4に含まれる。産

地は、花尚岩類が分布する地域に推定される。

手あぶ り (No.5)

含砂率は14%と 低率で、赤褐色粒子の割合は0,1°/0と

極めて低い。岩石鉱物組成は、花商岩類および構成鉱物

の石英・斜長石・カリ長石 。重鉱物 (角 閃石)な どから

第 1表 試料表

試料番号 時期 図番号

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

31

32

39

24

38

古墳前期 畿内系土器

古墳前期 畿内系土器

古墳前期 S字状日縁台付甕

古墳前期 在地系台付甕

古墳前期 手あぶり

武料番号 陥
一

No 2 No 3 Ｎ

一
No.5

石栗―/J型

石英一多結晶

カ リ長石

1〔

1フ

斜長石 5

環1じ月 rAB4a

辞方 輝 石

11 1と

ンルコン

最泥石

デイサイト 8 6フ

水 ル ン フ ェル ヌ

８‐

一ｒ

12 51

泥岩

査質岩石 11

11

4

1

示褐色粒子
マ トリクス

飢
一一　

＋一

g英融食

イクロクリンヽ
°一サイト

声イサイ トの斑晶鉱物

CLX■ 9pg_

ⅢO,OXvhO,

__OPq

ⅢO.OXvhO.一転
部
ｃｉｔ

一
Ｘｙ
Ｃｐ

陣

一

，
Ｏ

Ｘ
，

，
Ｏ

一
０

や

「
)px,cPx,

,q,q

曲

ｅ
，

AD,D D

山ガラス形態 A',B,C ABC

分 類 折れ線グラフの特徴 試料香号

D― g群 デイサイ トの第 1ピ ーク 花商岩類の第 2ピ ーク 1,3

G群
花前岩類の第 1ピ ーク

顕著な第 1ピ ーク

G― d群 デイサイトの第 2ピ ーク
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粒子構成 岩石鉱物組成 重鉱物組成

砂粒子

赤褐色粒子

マ トリクス

V 変質火山岩類

B 玄武岩

A 安山岩

D デイサイ ト

G 花商岩類

Mt変成岩類

Ss砂岩

Md泥岩

Si珪質岩

C 炭酸塩岩

第 2図 岩石組成折れ線グラフ

構成される。珪質岩が極めてわずか計数された。重鉱物組成は、角閃石が74%を 占め、無色雲母・緑焦石 。ジル

コンなどをわずかに伴う。第3表ではG群に、第 3図では笛吹川流域河川砂や村前東A遺跡出土手あぶり試料と

ともにクラスター4に含まれる。産地は、花尚岩類が分布する地域に推定される。

考察

奥田(1994)は、花尚岩質岩起源の砂礫を主体 とする畿内の堆積物岩石鉱物組成 と関東地域の組成とは

全 く異なることを指摘 している。デイサイ トを花商岩類 と等量程度含む本遺跡 Nos,1,2の岩石鉱物組成

は、明らかに畿内の土器 とは異なる。

畿内系土器 Nosl,2と S字甕 No.3は ともにデイサイトと花商岩類を主体とする岩石組成の特徴から荒川

流域が有力な産地候補のひとつと推定されている。 しか し緑簾石が多い畿内系土器の特徴は、角閃石を

主体 とし黒雲母・酸化角閃石・単斜輝石・斜方輝石などを伴 う荒川流域堆積物の重鉱物組成とは異なる。

緑簾石は、苦鉄質火山岩類の変成岩構成鉱物として、スカルン鉱物として、あるいは斜長石の分解産物として

産出する。甲府盆地堆積物中での緑簾石は、境川・芋沢川周辺堆積物などの緑色変質火山岩類で代表される新第

三系分布地域において多く含まれる(河西,1998,1990)。 ただし他地域の甲府盆地堆積物での緑焦石含有は極め

て少ない。緑簾石を含有する組成は、荒川流域における極めて局所的な堆積物の特徴を示しているのかもしれな

い。あるいは土器作 りでの胎土調整における特殊な事情を反映している可能性もありうる。同様の岩石鉱物組成

を示す県外地域に産地力`存在する可能性も考慮する必要があろう。

村前東A遺跡・寺部村附第6遺跡での多 くの S字甕が、荒川・塩川流域に産地が推定された(河西,1999,2004)。

園

□

目

日

国

□

圏

□

80  1,20  10 20 30 40 50 60 70 80 90 1,? 0

□ 石英一単結晶□ 安山岩   賜 泥岩

団 石英一多結晶国 デイサイ ト 国 珪質岩

ロ カリ長石  日 変質火山岩類田 炭酸塩岩

団斜長石  剛花開岩類 日火山ガラス

田 重鉱物計  田 変成岩類計 囲 その他計

国玄武岩  □砂岩

第 1図 土器胎上の岩石鉱物組成
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21

第 3図 土器胎土と河川堆積物のクラスター分析樹形図
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今回の分析で も同様の結果 となった。本遺跡の S字甕No.3は 、安山岩が少ないことおよび地理的に近接 してい

ることか ら、荒川流域が産地候補 としてより有力であると考えた。荒川流域は、甲府盆地西部から北部 にかけて

分布する S字甕の重要な土器産地のひとつであったと推定される。

相川扇状地上流域 には、昇仙峡花南岩・太良ケ峠火山岩 ・水ケ森火山岩などが分布する (三 村 ほか、

1984)。 相川扇状地堆積物の岩石鉱物組成は、まだ充分 なデータを持 ち合わせていないが、表層地質の分

布か ら花聞岩類 と安 山岩・変質火山岩類 などを主体 とす る可能性が推定 される。今回の分析試料 は、相

川扇状地堆積物 を原料 として製作 された土器である可能性 は低 く、 したがつて狭義の搬 入土器 の範疇 に

含 まれる。 しか し、相川扇状地 と荒川扇状地 との境界部 に位置 し、荒川の洪水の影響がお よんでいる地

理的特徴 を示す ことか ら、荒川流域 に産地が推定 される本遺跡出土土器は、広域的に見た場合在地的土

器 に含 まれる とも考 えられる。

在地系土器No.4は 、花商岩類地域に産地が推定 された。遺跡周辺の相川扇状地堆積物 を直接原料 に製作 され

た可能性は低い。在地系土器の産地は、昇仙峡花筒岩が露出する甲府北部山地の上積翠寺・千代田湖周辺、およ

び広大な甲府岩体が露出する笛吹川流域などが有力な産地候補 として考えられる。

手あぶ りNo。 5は 、重鉱物に無色 (白 )雲母が計数 され黒雲母の計数がないこと、赤褐色粒子が極めて少ないこ

となど他の土師器 と異なる。これらの特徴は、村前東 A遺跡手あぶ りNo.21に も認められることか ら、この器種

に特有の岩石鉱物組成である可能性 も考えられる。昇仙峡花商岩は、白雲母を含むとされるが黒雲母が主体であ

る。笛吹川流域に分布する花筒岩類は、黒雲母が主合である。したがつて手あぶ りNo.5の 産地は、甲府市北部

山地および笛吹川流域が候補である可能性はあるものの、黒雲母・白雲母を含む領家花商岩などの分布地域であ

る近畿。東海西部・伊那地域などが候補のひとつ となろう。他地域の事例などとの比較や資料の蓄積 を待って再

検討 したい。

(山梨文化財研究所 河西学 )

言主

註 1 ここではデイサイト～流紋岩質の珪長質火山岩の総称としてデイサイトを使用する。
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第 2節 塩部遺跡の上器様相

塩部遺跡 C地区の上器様相 について考察を行 うが、まず基本 となる土器編年については、弥

生末期から古墳時代初頭に起 こる畿内系の庄内式上器や伊勢湾系 S字甕の広域拡散 を受け、全

国各地で土器の年代や併行関係が精力的に検討されている。山梨県内では中山誠二氏 。小林健

二氏が編年や画期の設定を試みてお り、弥生時代後半から古墳時代前半の上器研究を大 きく牽

引 してきた。 しか し、弥生時代末期から古墳時代初頭の移行期の捉え方をめ ぐっては、中山氏

が弥生時代末期に中部及び東部東海系、西相模系の上器様相 と伊勢湾系などの上器様相が同時

期に地域内で併行すると想定 し、それぞれ 6A相、 6B相 として位置づ けているのに対 し、小

林氏は、伊勢湾系の S字甕に主眼を置 きなが ら、その出現、拡散を最大の画期 と位置づけて個

別の時期を設定 している。具体的には弥生時代の土器様式が どの段階で終わ り、古墳時代の上

器様式がどの段階から始 まるかという手法の違いによるものである。 よって、両者 とも弥生時

代末期から古墳時代初頭の移行期 を取 り込む編年 となっているため、中山氏 6B相 と小林氏 I

期は併行関係にある。現段階では両者の研究成果に対する評価や修正を加えるだけの蓄積 を持

ち合わせていないため、 どちらが正 しいとの判断 もで きかねるが、本稿 を進めるにあた り使用

する年代観については、ひとまず小林編年 (小林 1998a・ b)と 中山編年 (中 山1999)を 併記

して用いることとする (101頁 対比表参照 )。

県内の調査事例や遺構の重複関係などからC地区で最 も古い段階に位置づけられる土器は、

中部高地系の甕を主体 とする土器群であり、少な くとも弥生時代の延長で捉えられる一群 と考

えられる。この段階の様相 は、 日唇部に刻み目文が施 され、体部に櫛描文が顕著にみられる台

付あるいは平底の甕を主体 とする土器群であり、他に折 り返 し日縁壷や高邦、蓋などがみられ

る。特 に焼失住居である 1・ 13号竪穴建物跡、16号 竪穴建物跡下層が一括資料 としてまとまっ

ているが、甕はすべて日唇部に刻み目文がめぐる有刻 日縁形態で、体部には櫛描文が施されて

いる。最 も充実 した土器が出上 した16号竪穴建物跡下層では、片日郷や鉢、小壺、紡錘車など

多彩な器種がみられ、甕の蓋なども多 くみられる。175は 中部高地系の様相が強 く、この段階で

は伊勢湾系の影響は見受けられない。

しか し、後続する14号 竪穴建物跡、17号竪穴建物跡上層段階になると、急激に外来系の影響

が強 くな り、伊勢湾系や北陸系の土器群が主体 とな り始める。17号竪穴建物跡上層では伊勢湾

系の S字甕A類 とヒサゴ形壷が出土 し、14号竪穴建物跡からは北陸系の有段日縁甕が少な くと

も2個体確認され、周溝部からも北陸系の高不が出上 している。特に14号 竪穴建物跡では北陸

系の土器 と伊勢湾系の S字甕A類が共伴関係にあり、これまで主体であった中部高地系の上器

群の使用数が急激に低下することから、14号竪穴建物跡の様相 をみるかぎりでは伊勢湾系、北

陸系の土器で構成される段階が存在すると考えられる。その意味では、小林氏の指摘 どお りに

中山氏 6A相 と6B相の間には隔絶があり、独立 した時期設定をすることも可能であるか もし

れない。ただ し、竪穴建物跡単位で居住者の住み分けが集落内で存在 しているとすると、14号

竪穴建物跡は北陸系移民の住居 と位置づけられな くもないため、伊勢湾系、北陸系の上器様式

の急速な浸透はあるものの、在地のものを含まないというだけでは検証は難 しい。そう考える

と、中山氏の論が全 く否定されるものではないことも確かであろう。その辺 りの画期や歴史背

景を考える上で一つの判断材料 となるような資料が伊勢湾系の S字甕A類、手焙形土器 ととも

に24号溝跡から出土 した。ある時期の火災処理層 と考えられる24号溝跡 5層 からは、焼け焦げ

た木製品 とともにタタキロが施 された庄内式土器 と併行す る畿内系の甕がまとまって出土 し

た。畿内系の甕は、 日縁部から頸部にかけて一部刷毛 目がみ られ、体部は全面タタキロが施 さ

れるものが多い。表面面積が狭 くなる底部付近の観察では、底部の平面形状が多角形になるも

のが存在することから板状のタタキエ具によって整形 された ものであることがわかる。ただ し、

小甕など一部にはタタキロが少な く刷毛 目が残 るもの もあることから、刷毛状工具により整形
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した後叩き締める技法であったと考えられる。 もう一つの特徴 として体部中央から下方にかけ

て、粘上の継 ぎ目痕のような帯が残 る。粘上の帯はタタキロを有するすべての上器にみられる

特徴であり、その帯を境 にタタキロの方向がやや異なる。底部は台付甕以外いずれも中央が窪

む ものが多 く、 内面の調整は頸吉田付近から糸日かな用J毛 目が確認できることから、布か刷毛状工

具により丁寧に整形 されていると考えられる。

畿内系タタキ甕の本県における出土例は、上九一色村で工事中に発見された甕が 1例 あるが、

出土地点が静岡県側 に近かったこともあり、その評価は静岡側 との関係で理解されてきた (図

62)。 同時期に存在 したと考 えられる村前東遺跡や坂井南遺跡、あるいは大塚遺跡などの比較的

大 きな集落においても伊勢湾系の S字甕や北陸系の有段 日縁甕などは確認されているが、庄内

式上器の報告例はないことから、広域に展開 したものではないようである。さらに限定すると

塩部遺跡近隣の追跡や同 じ塩部追跡内で もこれまでに確認例がな く、本調査区内でも主に西側

に分布することから、今の ところ畿内系タタキ甕は塩部遺跡の本地区のみで使用された土器 と

限定される。胎土分析の結果、使用 した粘土は山梨県内あるいは畿内以外の別の場所で調達 し

た可能性が高いとの結果が得 られているが、技術を携えた人物が直接塩部付近に移住 し、製作

した土器である可能性は十分 に考えられる。

土器様相からみるかぎり、少な くとも塩部には在地の人間の他に畿内、北陸、東海、中部高

地の人々が生活 していたと考えられ、長期短距離間の相互交流から短期長距離間の広域移動に

人の動 きが変化 したことが想像 される。移動の要因と人々が辿 り着いた塩部の集落が どのよう

な性格の場所であったかは現段階では判然 としないが、同時期 に畿内系の土器は東海地域には

あまり入 らないとされていることから、塩部の土器構成 と立地環境などから推測すると、東山

道の起源 となるようなルー トで中部高地 を経由して塩部に到達 しているのではないだろうか。

以上のような様相か らみたC地 区の上器は、当初は中部高地系の中山編年 6A相 に始 まり、

畿内や伊勢湾周辺、北陸方面など遠隔地の影響を受けた中山編年 6B相 または小林編年 I期 の

範囲内と位置づけられる。現時点で も研究者や地域によって併行関係や位置づけが異なるため、

未だ実年代は定まってはいないが、概ね 3世紀初頭から3世紀後半までの時間内と考えられ、

小林編年 II期以降を主体 とするA・ B地区の前身となる集落 と位置づけられるのではないだろ

うか。A・ B地区一帯が東海色の強い土器様相であることを考えると、一段階古い集落域を破

壊 して造営された本地区 1号方形周溝墓の存在が気になるところである。

第 3節 塩部遺跡の集落変遷

前節の上器様相や年代観 を受けて、ここでは調査 された集落の変遷や構造について若千の考

察を行 う。今回検出された集落の主たる時期は、弥生末期か ら古墳時代初頭であり、塩部遺跡

B地区よリー段階古い様相の集落 となる。既刊の『塩部遺跡 I』 では主に古墳時代初頭か ら後

期の集落変遷や構造について検討を試みたが、その西側に展開する本地区の集落変遷や構造に

ついても同 じように考えてみたい。

Ia期
まず、本地区において最 も古い段階に位置づけられる遺構群 は、時期決定の根襖 となる遺物

も乏 しく、土器様相のみでは唆別が困難であるが、重複関係や建物配置などからみて、 4・ 6

～ 9・ 11・ 15・ 19～ 22号竪穴建物跡 と想定する。ただ し、 7・ 9号竪穴建物跡のように部分的

な調査で判然 としないもの も該期 としている。土器は有刻 日縁甕を主体 とする時期であるが、

後続時期 も合め、土器様相のみでは区分できないため、 I期 については a・ bに分割 して提示

する。
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Ib期
この時期 と考 えられる遺構 は、 1～ 3・ 10・ 13。 16～ 19号 竪穴建物跡である。中で も 2・ 16・

17号 竪穴建物跡 は火災の後で同 じ場所 に建て替 えが行われている。特 に17号 竪穴建物跡 な どは

上下で土器様相 の違いが顕著であるため、本段階では下層の建物跡 を併行す る時期 とみな し本

段階に位置づ ける。 2号竪穴建物跡は土器 も少 な く正確 な時期などは不明であるが、下層が焼

失 した後建て替 え られていることか ら同時期 とみな した。 しか し、当該期の建物群 は焼失 して

いる建物跡が多いが、 3号竪穴建物跡 は焼失 してはいないが、 4号竪穴建物跡 との重複関係 を

重視 してこの段階に位置づ けた。個 々の遺構でみた場合、焼失 した建物跡、 していない建物跡、

あるいは建て替 えがあった建物跡で 3つ のパ ターンがあ り、それによって時期区分が可能であ

るか もしれない。いずれにして も Ia期・ Ib期では土器様相 に大 きな時間差 は感 じられない

ため、時期的には一つのまとまりとして捉 えることが可能である。

H期
5。 12・ 14・ 16・ 17号 竪穴建物跡及び 4号平地建物跡、24号 溝跡が畿内系 。伊勢湾系・北陸

系などの外来系の土器 を主体 とする段階の遺構群 として同時期 に位置づ けられる。 5。 12号竪

穴建物跡は部分的な検 出であ り、時期 を特定す る遺物 も少なかったが、前段階 との重複関係や

遺構の状況か ら当該期 に位置づ けている。24号溝跡 は部分的な確認であるため、正確 な ところ

は周辺部 における今後の調査 を待たねばな らないが、検 出規模や形状、土層堆積状況か ら判断

す ると集落の環濠である可能性が想定 される。溝跡の機能が外敵か らの防御 を意図 した溝か、

排水機能 を期待 した溝であるかは判断が難 しい ところであるが、少な くとも火災処理層である

5層 の検 出位置 より下層には厚 く堆積物があ り、幅 も防御用 としてはやや狭 いように感 じられ

た。 また、低地 に位置する 4号平地建物跡の位置 と状況か らみて、排水性 を期待 した ものでは

ないか と考 えられ る。

Ⅲ期

本地区において最新 となる遺構 は、竪穴建物跡 を破壊するように造営 された 1・ 2号方形周

溝墓である。方形周溝墓は、甲府工業高校地区やA地区を中心に大 きな墓域 を形成 していた と

考えられるが、南端 はB地区内で も確認 されている。本地区で検 出された 1・ 2号 方形周溝墓

は確認 されている中で最 も西端に位置するが、重複す るすべての竪穴建物跡 を破壊す るように

造営 されていた。造営時期 については、周溝内か ら出土 した最新の土器が S字甕A類であ り、

後続の遺物群 は検 出されていないことか ら集落が廃絶 して間 もな く造営 され、比較的短 い時間

内に洪水 によって調査区 ともども埋没 した もの と考 えられる。 1号方形周溝墓下層か らは東海

系の曲柄二股鍬が出上 していることか ら、方形周溝墓造営に東海系の影響力が窺われ る。後続

す る集落の上器様式が東海化す る現象 と合わせ ると興味深い。

IV期

本遺跡の最終期 は、溝状の遺構が面的に確認 され るが、実際には方形周溝墓の際 まで溝跡は

延び るが、直接的な重複関係がないため、同時期 あるいは溝跡の方が古いことも考 えられ る。

溝跡の性格 は定かではないが、畝の ような性格であろうか。

以上の ように大 きくⅣ期 に分けて変遷 を辿ってみたが、やは り上器様相では外来系の土器群

が入 り始める時期が最 も変化 を捉 えやす く、建物構造で も14号 竪穴建物跡で顕著な ように、小

判型の形態か ら隅丸方形の建物形態がみ られ るようになる。おそらくB地 区の状況な どを考慮

して もこの時期以降竪穴建物跡の形態が変化 した もの と考 えられる。 また、本集落 を考 える上

で建物跡の焼失 と24号溝跡の存在が特徴 として挙 げられる。中山氏が指摘す るとお り、弥生時
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代末期か ら古墳時代初頭 に位置づ けられる本地区の建物群の多 くは何 らかの理由で焼失 してい

るが、その原因が偶発的な失人であるのか、意図的な放人 によるものであるかの判断は難 しい。

しか し、本集落が火災後 に廃絶 し、墓域が形成 され始め るということは事実の ようである。そ

の辺 りの歴史背景な どが説明で きるまでには今少 し補足資料が必要 となるだろう。

また、16号溝跡か らは馬 に類似 した歯が出上 している。一括で取 り上げている上、 出土状態

が悪 く断定には至っていないが、仮 に馬の歯であるならば、甲府工業高校地区 SY-3か ら出土

した馬 よりも約 1世紀 も古い段階に位置づ けられることになる。その場合確認 されている事例

の中では 日本最古級 となるため、慎重な取扱いが必要である。土器の移動の背景に人の遠距離

移動があることか ら、その手段 として馬の存在 も十分考えられ る。別の機会 に専門家による鑑

定及び分析がで きれば と考 えているが、今後周辺部 も合めて再検討の余地 を残 した。
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第 5章 結

本書により県道改良工事に伴 う塩部地区における埋蔵文化財発掘調査の成果報告はすべて完

了することとなった。今回の調査地点は周知の埋蔵文化財包蔵地範囲の隣接地における調査で

あったが、峡中地域振興局建設部のご協力の もと、本県の弥生時代から古墳時代への移行期を

考える上で重要な成果を挙げることができた。

大 きな成果 としては、庄内式上器 と併行する時期 と考えられる畿内の土器が盆地内で初めて

遺構からまとまって出上 したことであろう。土器そのものは畿内周辺で製作されたものと技術

的に大 きな違いはみられないが、第 4章で報告 した胎上分析によって、少な くとも畿内から持

ち込まれたものではないことが明らかにされたが、このことは土器そのものが西から持ち込ま

れたものではな く、畿内の作 り手が別の場所で製作 したものであることを裏づけることとなっ

た。 しか し、鉱物組成をみる限 り荒川流域ではな く、県外地域 も視野に入れる必要があるとさ

れ、県内であれば境川に所在する芋沢川流域の可能性があると指摘 されてお り、中道町所在の

銚子塚古墳などの成立を考える上でも興味深い情報が得 られた。土器そのものは現在のところ

塩部遺跡の本地区内で完結 しており、継続性 もないことから短期間製作あるいは持ち込まれ、

消滅 したものと考えられる。

また、同時期の様相 として畿内周辺の上器 とともに伊勢湾、北陸系の技術によって製作され

た土器 も集落内から同時に出土 していることも人の動 きを考える上で見逃せない。弥生時代末

期 までの県内の上器様相は、隣接する周辺部の影響を受けつつ成立 しており、土器からは人々

の比較的近距離間の緩やかな相互交流を読み取ることができた。 しかし、畿内周辺の庄内式の

タタキ甕や S字甕、有段 日縁甕は、明らかに畿内や伊勢湾周辺、北陸の技術によって製作され

た土器であり、小地域の枠組みを越えて短時間のうちに直接塩部に到達 していると考えられる。

この結果が何を意味 しているか現段階では定かではないが、畿内周辺の人々に加え、伊勢湾周

辺、北陸の人々も同時に塩部の集落運営に直接関わったと考えられる。同時期に全国規模で人

の動 きが活発化するということが研究により明らかにされているが、土器様相 と集落の状況か

らは、甲斐 と王権が成立 しつつあった西 日本 との直接的な人の移動があったことは間違いな く、

その後の県内の勢力図を考える上でも貴重な発見であった。本地区の集落が火災により消滅 し

た後は、県内全域に東海系の影響力が強まることを考えると、その背景に東海地域 と甲斐、あ

るいは畿内との政治的、軍事的緊張が存在 したことも決 して無関係 とは言い切れないかもしれ

ない。既刊の『塩部遺跡 I』 の成果や周辺の状況 も踏 まえ、人の移動の契櫻や塩部の位置づけ

や歴史背景について今後更なる研究の進展が期待される。

最後になるが、文化財保護行政が様々な意味で岐路に立たされている現在、文化財を保存 。

管理 し、陳列するだけではなく、調査成果をいかに活用 し、市民に還元できるかが問われてい

る。その意味でも担当者は、発掘調査の事実記載のみで終わるのではな く、遺跡を通 してその

場所がどのような性格の遺跡で、いつの時代に何が起 き、何がわかったのか、何が考えられる

のかという遺跡の評価をできるかぎり明示すべ きであり、それは個々の遺跡だけではな く遺跡

をとりまく歴史環境 も合めた所見を提示することが望ましいと考える。調査の客観性は重要で

あるが、現状では調査や報告書の編集がイ回々の担当者の主観や裁量によるところが大 きい以上、

担当者がどのような観点に基づいて調査 し、まとめたものであるかを明確にすることは、む し

ろ客観的に評価する際の材料になると筆者は考えている。よって、本報告ではこれまで調査 し

てきた塩部遺跡の成果を少 しでも地域に還元することを目的に調査結果の評価 として若千の考

察を試みているが、その評価が妥当なものであったかどうかは別の機会に判断されるものと考

える。今回の調査成果が歴史教育、歴史研究に活用されることを切に望みつつ、本書を結ぶこ

ととする。

玉
ＨＨ
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西全景(北
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)
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)
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13号溝跡

平成14年度

調査区北側

東仝景(北 ～
)

平成14年度

調査区南側

全景(北 ～
)

平成15年 度

調査区東側

全景(北
～

)

平成15年度

調査区西側

全景(西
～

)

-109-



15号溝跡

24号溝跡

24号溝跡

セクション

(東
～

)

23号溝跡

24号溝跡

セクション

(北西～
)

24号溝跡

下層出上高)不

24号溝跡

出上ヒョウタン

-11()一



川跡全景

1号竪穴

建 物 跡

炭 化 材

検出メ犬況

1号竪穴

建 物 跡

炭 化 材

検 出状況

1号竪穴

建 物 跡

ナ|1   星亦

セクション

(】ヒ～)

]号竪穴

建 物 跡

炭 化 材

木父出】犬
'兄

4号竪穴

建 物 跡

埋 甕 炉

2号竪穴
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6号竪穴

建 物 跡

セクション

(南 ～
)

6号竪穴

建 物 跡

遺物状況
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-113-



14号竪穴

建 物 跡

炭化材検出

状況

14号竪穴

建 物 跡

遺物出土状況

16号溝跡

セクション

44号竪穴

建 物 跡

及び

16号溝跡

14号竪穴

建 物 跡

及び

16号溝跡

14号竪穴

建 物 跡

炭化材検出

状況

14号竪穴

建 物 跡

炭 化 材

16号 溝跡

14号竪穴

建 物 跡

及び

16号溝跡

15号竪穴

建 物 跡
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